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⑶ 再任用制度および任期付職員制度の実施状況【平成30年4月1日現在】
　本格的な高齢社会に対応するため、職員の長年培った知識・
経験を活用するとともに、定年退職から年金支給開始までの間
の生活を支える仕組みとして、再任用制度を導入し、働く意欲
と能力のある定年退職者等を再雇用しています。また、厳しい
財政状況下において高度化、多様化する住民ニーズに的確に対
応した行政サービスを実現するため、平成 18 年から任期付職
員制度を導入し、専門知識や技量を有する者等を一時的、限定
的業務に任期を区切り採用しています。さらに、平成 24 年 4
月 1 日から、本市独自の学級編成基準に基づき、複式学級を解
消するため、市費負担の任期付教職員を採用し、より充実した
教育環境の醸成を図っています。

職種 区分 常時勤務職員 短時間勤務職員 合　計

再任用
職員

一般行政職 2 人 46 人 48 人
技能労務職 0 人 25 人 25 人

消防職 0 人 2 人 2 人
合　計 2 人 73 人 75 人

任期付
職員

一般行政職 2 人 6 人 8 人
技能労務職 0 人 1 人 1 人

教育職 6 人 0 人 6 人
合　計 8 人 7 人 15 人

育児休業代替
任期付職員

一般行政職 11 人 0 人 11 人
合　計 11 人 0 人 11 人

⑸ 部門別職員数の状況【平成 30 年 4 月 1 日現在】

部門 区分 職員数

一
般
行
政
部
門

議　会 10 人
総　務 232 人
税　務 59 人
民　生 161 人
衛　生 61 人

農林水産 48 人
商　工 25 人
土　木 138 人
小　計 734 人

部門 区分 職員数

部
門 

特
別
行
政

教　育 106 人
消　防 206 人
小　計 312 人

普通会計 1,046 人

会
計
部
門 

公
営
企
業
等

病　院 0 人
水　道 18 人
下水道 23 人
その他 54 人
小　計 95 人

合　計 1,141 人
※職員数は一般職に属する職員数で ､ 地方公務員の身分を保有する休職者 ､
　派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています
※小山市民病院は平成25年4月1日に地方独立行政法人に移行しました

⑶ 職員の平均給料・給与月額、平均年齢の状況【平成29年4月1日現在】

※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、
　住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものです
※「平均給与月額 国ベース」は、国家公務員の平均給与月額には時間外
　勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較の
　ため国家公務員と同じベースで再計算したものです
※「年収ベース」は、平均給与月額を12倍したものに、前年度に支給
　された期末・勤勉手当の額を加えた試算値です

区　分 平均給料
月額

平均給与月額 年収ベース
（試算値）

平均
年齢〃国ベース

小山市
一般行政職 304,800 円 385,404 円 6,158 千円 39.9 歳336,991 円

技能労務職 335,400 円 374,987 円 6,091 千円 54.8 歳354,201 円

国
一般行政職 330,531 円 － 非公表 43.6 歳410,719 円

技能労務職 286,833 円 － 非公表 50.6 歳328,360 円

⑹ 職員数の推移【各年 4 月 1 日現在】
　市では、平成 12 年度から 5 カ年ごとに「定員適正化計画」
を作成し、事務事業の見直しや指定管理者制度・民設民営化の
導入、業務の IT 化などを行い、定員の適正管理に取組んでき
ました。その結果、平成 12 年から平成 27 年までの 15 年間で
合計 717 人の職員が削減され、本市行政のスリム化に一定の成
果を得たところです。平成 27 年度からは、職員数の維持や能
力向上に重点を切り替え、定員の適正管理を進めています。

　人事行政の公正性・透明性を高めるため、「小山市
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づ
き、市民の皆さまに本市職員の任用、給与、勤務条件
などの状況を公表します。

⑷ 職員の初任給等の状況【平成 30 年 4 月 1 日現在】
区　分 小山市 国

一般行政職 大学卒 179,200 円 179,200 円
高校卒 147,100 円 147,100 円

技能労務職 高校卒 132,700 円 －

⑴ 採用試験の実施状況【平成29年4月2日～平成30年4月1日採用者】
試験区分 受験者 合格者 競争率

事務職員
一般事務 131 人 24 人 5.5 倍
自己アピール採用（一般事務） 3 人 1 人 3.0 倍
身体障がい者対象（一般事務） 2 人 0 人 －

技術職員

土木技師 17 人 9 人 1.9 倍
建築技師 16 人 4 人 4.0 倍
機械技師 7 人 2 人 3.5 倍
電気技師 8 人 2 人 4.0 倍
保健師 9 人 2 人 4.5 倍
保育士 21 人 4 人 5.3 倍
紬織士 4 人 1 人 4.0 倍

消防職員 47 人 7 人 6.7 倍
合　計 265 人 56 人 4.7 倍

1 職員の任免および職員数に関する状況

⑵ 昇任の状況【平成 29 年 4 月 2 日～平成 30 年 4 月 1 日】
　昇任試験および小山市職員試験委員会における選考により昇任を
行っています。

職　名 昇任者数 職　名 昇任者数
参　事 7（ 1）人 主　任 13（ 1）人
副参事 13（ 3）人 主　査 21（ 9）人
主　幹 12（ 1）人 業務主任 0（ 0）人
副主幹 26（10）人

※括弧内は女性職員数。消防職は含みません

⑷ 職員の離職の状況【平成 29 年度実績】
職　種 一般行政職 技能労務職 消防職 小　計 警察職 教育職 合　計

退職者数 40 人 17 人 3 人 60 人 1 人 7 人 68 人
※派遣元への帰任等を含みます

⑴ 人件費の状況（平成 29 年度普通会計決算見込）

歳出額　581 億 3,890 万円

人件費 87 億 4,813 万円
（人件費比率 15.0％）

※平成 30 年 9 月 1 日現在見込

2 職員の給与、勤務時間その他の勤務条件の状況

※小山市民病院は平成25年4月1日に地方独立行政法人に移行しました。
　H25～27の病院・消防を除いた職員数には、新小山市民病院への派遣職員  
　を含みます。H27をもって新小山市民病院への職員派遣は終了しました
※H27以降、法律改正に伴い職員数から教育長を除く取扱いとなっています
※H27以降の職員数には、育児休業代替任期付職員を含みます
　(H27：2人、H28：7人、H29：9人、H30：11人）

⑵ 職員給与費の状況（平成 29 年度普通会計決算見込）

※平成 29 年 4 月 1 日現在の職員数は 1,109 人です。任期付および
　再任用の短時間勤務職員 64 人を含んでいます

小山市人事行政の運営等の状況のお知らせ 問職員活性課
　☎22-9362

※平成 30 年 9 月 1 日現在見込

給料
35 億 8,822 万円
61.4％

職員手当 ( 退職手当除く )
8 億 8,048 万円　14.6％

期末勤勉手当
14 億 4,476 万円
24.0％

給与費総額　59 億 1,346 万円
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⑹ ラスパイレス指数（国家公務員を 100 とした場合）

区　分 平成 24 年度
（参考値）

平成 25 年度
（参考値）平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

一般行政職 小山市 100.6 99.9 100.0 99.1 100.2 99.6 
県内市平均 99.9 99.7 100.0 99.4 100.0 98.6 

技能労務職 小山市 114.2 113.7 111.1 110.8 111.4 111.7
※参考値は、国家公務員の時限的な（2 年間）給与改定特例法による措

置がないとした場合の値です
⑺ 一般行政職の級別職員の状況等【平成 30 年 4 月 1 日現在】

区　分 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級
標準的な職務内容 部長等 課長・所長 係長 主査・主任 主事・技師等

職員数（人）計 673 14 13 44 140 118 72 151 121
構成比（％） 2.1 1.9 6.5 20.8 17.5 10.7 22.5 18.0

前年の職員数（人）計 664 12 10 51 138 124 68 146 115
前年の構成比（％） 1.8 1.5 7.7 20.8 18.7 10.2 22.0 17.3

⑸ 職員の経験年数別 ､ 学歴別平均給料月額の状況【平成 30 年 4 月 1 日現在】

区　分 経験年数 7 年
以上 10 年未満

経験年数 10 年
以上 15 年未満

経験年数 15 年
以上 20 年未満

経験年数 20 年
以上 25 年未満

一般行政職 大学卒 237,600 円 275,100 円 335,100 円 371,900 円
高校卒 － 242,000 円 275,400 円 337,900 円

⑼ 職員手当の状況【平成 30 年 4 月 1 日現在】
▽扶養・住居・通勤手当

扶養手当
配偶者および父母等 6,500 円
子 10,000 円
満 16 歳の年度初めから満 22 歳の年度末までの子は 1 人につき 5,000 円加算

住居手当 借家・借間居住者 支給限度額 27,000 円

通勤手当
交通機関利用者 支給限度額 55,000 円
四輪自動車使用者（片道２㎞以上の通勤者） 3,500 円～ 31,600 円
自転車・バイク使用者（片道２㎞以上の通勤者） 2,600 円～ 31,600 円

※括弧内は、再任用職員に係る支給割合です

管理監督職員以外の職員 管理監督職員
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月
（0.65 月）

0.85 月
（0.4 月）

1.025 月
（0.55 月）

1.05 月
（0.475 月）

12 月期 1.375 月
（0.8 月）

0.95 月
（0.45 月）

1.175 月
（0.7 月）

1.15 月
（0.55 月）

計 2.6 月
（1.45 月）

1.8 月
（0.85 月）

2.2 月
（1.25 月）

2.2 月
（1.05 月）

▽期末・勤勉手当【平成 29 年度実績】

⑻ 特別職の報酬等の状況等【平成 30 年 4 月 1 日現在】

区　分 給　料 報　酬
市　長 副市長 教育長 議　長 副議長 議　員

報酬等月額 970,000 円 826,000 円 693,000 円 600,000 円 540,000 円 510,000 円
期末手当 6月期 1.55月、12月期 1.75月、計 3.3月（平成29年度支給割合）

※市長の給料は 10%、副市長・教育長の給料は 5% 減額しています（表の金額は減額後の額）
※ 特別職の報酬は小山市特別職報酬等審議会の答申を受けて定められています

⑽ 勤務時間の状況【平成 30 年 4 月 1 日現在】
1 週間の勤務時間 勤務の開始時刻 勤務の終了時刻 休憩時間

38 時間 45 分 8 時 30 分 17 時 15 分 12 時～ 13 時

⑾ 年次有給休暇の状況【平成 29 年度実績】
制度概要 1 年度につき 20 日付与。現年度付与分のみ翌年度に繰り越し可

平均使用日数 11.3 日

⑵ 懲戒処分者数
区　分 戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計

処分者数 0 人 1 人 0 人 0 人 1 人
※懲戒処分とは、職務上の義務違反や公務員としてふさわしくない非行
　がある場合に、職員に一定の義務違反に対する道義的責任を問い、公
　務における規律と秩序を維持することを目的として行うものです

5 職員研修の状況【平成 29 年度実績】
研修区分 受講者数

小山市単独研修（16 講座） 1,574 人
小山地区職員研修協議会主催研修（19 講座） 798 人
栃木県市町村振興協会主催研修（23 講座） 145 人
派遣研修（32 講座） 47 人
計（90 講座） 2,564 人

▽特殊勤務手当（手当の種類：11 種類）
職員全体に占める手当支給職員の割合 17.6%
支給対象職員 1 人あたり平均支給年額 13,777 円

▽地域手当

支給対象地域 支給率 国の制度
（支給率） 支給実績 職員 1 人あたり

年間支給額
小山市 3％ 3％ 129,921 千円 112,877 円
野木町 6% 6% 4,468 千円 212,756 円

⒀ 介護休暇の状況【平成 29 年度実績】
制度概要 取得者数

要介護者を介護するため、介護を必要とする一の継続する
状態ごとに 3 回まで、通算 6 月の範囲内で取得可（給与無給） 0 人

⑿ 育児休業等の状況【平成 29 年度実績】
種　類 制度概要 新規取得者数

育児休業 子が 3 歳に達する日まで取得可（給与無給） 24 人（6 人）

部分休業 小学校就学前の子を養育する場合に、1 日 2
時間以内で取得可（取得時間は給与無給） 9 人（0 人）

育児短時
間勤務

小学校就学前の子を養育する場合に取得可。1 週間の
勤務時間を短くできる（勤務時間数に応じて給与支給） 0 人（0 人）

※それぞれ平成 29 年度の新規取得者数（括弧内は男性職員）です

⑴ 地方公務員の服務規律の概要
　すべての職員が、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務
することと、全力を挙げて職務の遂行に専念することが、職員の
服務の根本原則とされています。具体的には、職務に専念する義務、
法令や上司の職務上の命令に従う義務、信用を傷つけ不名誉とな
る行為の禁止、秘密を守る義務、政治的行為の制限、ストライキ
等の争議行為の禁止、営利企業等に従事することの制限などです。

自ら営利を目的とする私企業を営む 承認職員数 2 人
報酬を得て事業もしくは事務に従事 承認職員数 4 人

4 職員の服務の状況【平成 29 年度実績】

⑴ 公務災害補償の制度および認定状況

地方公務員災害補償基金 一般職員の公務中および通勤
途中の被災に対する補償 6 人

小山市議会の議員その他非常勤の職
員の公務災害補償等に関する条例

非常勤職員・臨時職員の公務中お
よび通勤途中の被災に対する補償 3 人

⑵ 健康管理事業
区　分 対象者 受診者数等

健康
診断

定期健康診断 全職員 494 人
人間ドック 30 歳以上の職員 658 人

健康管
理研修

会

メンタルへルス研修会 管理監督者 3 回
一般職員 3 回

ハラスメント防止研修会 全職員 3 回
メンタ
ルヘル
ス対策
事業

ストレス健康相談 全職員 18 件
カウンセリング相談 全職員 144 件

ストレス調査 全職員 結果に応じて医師面接等
の事後フォローを実施

⑶ 福利厚生事業
区　分 事業名 主な事業内容

栃木県市
町村職員
共済組合

短期給付事業 職員と家族の病気・出産・災害等に対する給付
長期給付事業 退職・障害・死亡に対する年金や一時金の給付
福祉事業 健康の保持増進、宿泊、貸付、貯金事業等

小山市職
員共済会

補助金事業 人間ドック・PET 検査・脳ドック利用助成等
掛金事業 結婚祝金ほか 10 種、リフレッシュ助成等

6 職員の福祉および利益の保護の状況【平成 29 年度実績】

小山市公平委員会の業務の処理状況（件数）
7 公平委員会の報告関係【平成 29 年度実績】

⑴ 分限処分者数
区　分 降　任 免　職 休　職 降　給 合　計

処分者数 0 人 0 人 15 人 0 人 15 人
※分限処分とは、公務の能率の維持やその適正な運営の確保の目的から、勤務実

績不良、心身の故障等のため職責を十分に果たせない等の場合に行うものです

3 職員の分限および懲戒処分の状況【平成 29 年度実績】

▽退職手当
一般職 自己都合 応募認定・定年

勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

職　名 支給率
市長 在職月数 ×42÷100

副市長 在職月数 ×25÷100
教育長 在職月数 ×21÷100

※定年前早期退職特例措置 （2% ～ 45% 加算）
※1 人あたり平均支給額 16,086 千円

▽時間外手当
年間支給総額 401,585 千円 職員 1 人あたり年間支給額 377 千円

※小山市給与条例に基づく給料表の級の区分による職員数です

⑵ 服務規律確保のためにとった措置の概要
　文書により、職員に職務遂行上の法令遵守はもとより、私生活
においても市民から信頼される行動を促すとともに、管理監督者
による指導の徹底を図り、職員の服務規律の確保に努めました。
⑶ 営利企業等の従事の状況

勤務条件に関す
る措置要求 0 件 不利益処分に関

する審査請求 0 件 職員からの苦情
の処理 0 件
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 1 日目 出発式、広島平和記念公園見学・折鶴奉納・平和記念資料館見学
 2 日目 平和記念式典参列、宮島見学、灯ろう流し
 3 日目 被爆体験講話、到着式

【派遣団員の感想（代表）】

僕は、小山・野木・結城合同広島平和記念式典中学生派遣団として、広島県広島市に派遣されました。現
地では、平和記念式典への参列、宮島の見学、被爆者の方の講話を聞くなど、現地でしかできないことを体験
することができました。現地での様々な体験を通して、一番心に残ったことは、平和記念式典への参列です。
この式典は、73 年前の原子爆弾で亡くなった方々の慰霊と世界の平和を願うために行われています。戦争、
核兵器などの二度とあってはいけないもの、無くさなければいけないものを自分の周りの人にしっかりと伝え、
広島の惨禍が二度と繰り返されないようにしたいと思います。

【現地研修　主な行程】

私が広島の地に着いて、一番初めに感じたことは、広島は緑豊かで自然が多く、大きくて高いビルが立ち
並び、とてもきれいな街だということです。かつてこの地に原子爆弾が落ちたとは思えない本当に美しい街。
この時私は初めて復興という言葉の意味を知ったように思います。しかし、それは広島の人々の底力があって
こそであり、過去の人々の力が無ければこの地で子どもの笑う声は聞けなかったと思います。日本は復興の国
だと私は思います。多くの自然災害に見舞われながらも人々は支え合いながら必死に生きてきました。でも、
争いによる復興は二度とせずに、73 年前の真実を、まずは身近な人々に伝えたいと強く思いました。

世界に二つしかない被爆地、広島に行ってみて一番印象に残ったのは、原爆ドームです。骨組みだけ残っ
た痛々しい姿を見て、原子爆弾の恐ろしさを改めて感じました。崩れたまま、人の手が加えられていないのを
見ると、73 年前の 8 月 6 日のまま時が止まっているような気がしました。何の罪も犯していない人々が、普
段の何気ない生活を一方的に破壊された悲しみ、怒り、苦しみは、計り知れないものだと思います。その被爆
者の思いを語り継いでいくのは私たちです。戦争や原子爆弾の投下は、もう二度とあってはいけないことです。
これからは、広島で学んだ平和の大切さを人々に訴えていきたいと思います。

私が一番心に残ったことは、平和記念式典での 8 時 15 分から 1 分間の黙とうです。平和の鐘の音がとて
も心に響きました。平和の鐘の音に二度と戦争を行なってはならないこと、これから私たちが世界の平和に向
けて行わなければならないことへの責任を感じました。昭和 20 年 8 月 6 日の午前 8 時 15 分から広島の人々
の生活は変わってしまいました。平和記念式典の日は、73 年前と同じ、月曜日の晴れてとても暑い日だった
そうです。その日、広島の人々は何を思い、何を感じたのか。これから私は、8 月 5 日から 3 日間で学んだこ
と、感じたこと、思ったことを伝えていきます。73 年前の事実を多くの人に伝えていきます。

私が今回の広島派遣で一番印象深かったことは、被爆体験講話の受講です。被爆体験講話では、当時私た
ちと同じぐらいの年頃だった植田のり子先生のお話を聞きました。先生のお話から、原爆は人々の感情までも
奪ってしまう恐ろしいものであることを教えていただくとともに、もう二度と戦争を起こしてはいけないもの
だと強く思いました。そして、辛い戦時中を生きてきた先生のような人達のためにも、私たちが一人一人の意
見が尊重されるような平和な世界を築いていこうと決意しました。

平成 30 年度広島平和記念式典中学生派遣団報告記　8 月 5 日㈰～ 7 日㈫
　小山市では平和活動のリーダーを育成することを目的に、平成 8 年度から、中学生の代表生徒を広島平和記念
式典に派遣しています。昨年度に引き続き、野木町・結城市との合同派遣団を結成しました。

問行政経営課
　 ☎22–9313
　教育総務課
　 ☎22–9646

【平成 30 年度広島平和記念式典中学生派遣団員】
小　山　中　篠邉　実嬉・村冨　琉海・生井　宗亨
小 山 二 中　飯野　空・鯉沼　綾乃
小 山 三 中　茂垣　健人・北条　美樹・武藤　颯太
小山城南中　中田　里桜佳・菅田　愛莉・今井　蒼人
大　谷　中　石塚　武琉・浅川　颯希・中村　安李
間 々 田 中　間中　咲和・石塚　爽都香・尾島　蒼
乙　女　中　渡邊　柚香子・中嶋　海智
豊　田　中　荒川　創太・髙久　和花
美　田　中　荒川　心音・猪瀬　優樹
桑　　　中　加藤　蒼樹・紺野　舞優・荒井　拓磨
絹義務教育　古沢　優大・杉山　響

築いていこう　平和な世界
守っていこう　たくさんの笑顔
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熱く燃えた「おやまっ子」の夏＜2018＞
今年の夏も「おやまっ子」たちは、暑さに負けずがんばりました。その活躍を紹介します。（全国大会8位以上）

第49回日本少年野球選手権大会
ベスト4〔小山ボーイズ〕

高
たかはし

橋　駿
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太（桑中3年）

五
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十畑　洸
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星（間々田中2年）
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起（大谷中2年）
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い で い

井　悠
は る と

翔（乙女中1年）

佐
さ と う

藤　大
た い が

河（乙女中1年）

JCDA CHEER DANCE COMPETITION in Summer

小
お の づ か

野塚 七
な な み

海（小山城南中2年）　宮
み や た

田 彩
あ み

未（小山城南中2年）

小
こいずみ

泉 遥
は る か

香（小山城南中1年）　    竹
た け だ

田 心
こ ひ な

姫花（小山第三中1年）

石
いしばし

橋 瑠
る な

奈（寒川小6年）　　    島
し ま だ

田 来
く る み

美（旭小6年）

西
にしおか

岡 真
ま ゆ

優（旭小6年）　　　    伊
い と う

藤 來
く れ あ

玲愛（大谷東小5年）

輕
か る べ

部 結
ゆ い

愛（大谷北小5年）　    寺
てらうち

内 未
み う

羽（大谷東小5年）
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瀬 陽
ひ な

菜（小山城南小5年）　　 平
ひ ら の

野 裕
ゆ り な

梨奈（小山城東小5年）

竹
た け だ

田 妃
ひ な か

菜花 （小山城東小3年）

Open部門中学生編成POM　第3位
〔Dance Club Luce・growth〕

Open部門mini編成POM　第6位
〔Dance Club Luce・fairies〕

川
かわさき

﨑　帆
ほ の か

花（大谷東小4年）

谷
や ぐ ち

口　実
み ゆ う

優（大谷東小4年）

松
まつぬま

沼　姫
ひ な

愛（豊田北小3年）

大
お お き

木　莉
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乃羽（間々田東小2年）

輕
か る べ

部　愛
あ や

彩（大谷北小2年）

山
や ま ね

根　琉
る か

花（大谷北小2年）

全日本空手道剛柔会全国大会

外
そ と ま

間　春
は る き

喜
（間々田小4年）

小学4年生男子型の部
準優勝

外
そ と ま

間　旬
じゅん

（間々田小4年）

小学4年生男子組手の部
第3位

小学2年生女子型の部
優勝

外
そ と ま

間　芽
め い さ

生咲
（間々田小2年）

第58回空手道糸東会全国選手権大会
組手の部中学2年女子

準優勝

田
た な か

中　珠
じ ゅ り

浬
（絹義務教育8年）

組手の部小学3年女子
準優勝

田
た な か

中　維
ゆ き み

魅
（絹義務教育3年）

とびうお杯第33回全国少年少女水泳競技大会
女子4ｘ50ｍフリーリレー 第2位
女子4ｘ50ｍメドレーリレー 第2位
女子200m自由形 第7位

松
まつむら

村　瞳
ひとみ

（小山城南小6年）

第61回小学生・中学生
全国空手道選手権大会
組手団体戦小学低学年女子

第3位

請
う け だ

田　瑠
る な

菜
（小山城南小4年）

第1回アクアバンク ボル
ダリング小学生競技大会
男子小学5・6年生

第4位

三
み さ お

竿　莉
り へ い

平
（旭小5年）

第15回カワイカップ
全国新体操競技大会
2部リボン小学生の部

第6位

鷹
たかのはし

箸　きづき
（小山城南小6年）

第45回全日本中学校
陸上競技選手権大会
男子砲丸投　第7位

関
せきやま

山　洸
こ う や

哉
（小山城南中3年）

2018極真祭 全日本青
少年空手道選手権大会
組手11歳男子＋40kg級 第8位

岡
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泉　壱
い っ さ

颯
（豊田南小6年）

JFA第23回全日本U-15女子サッカー選手権大会
ベスト8〔白岡SCL〕
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第17回全国女子中学生ウエイトリフティング競技選手権大会

千
ち の

野　虹
なな

栃木enjoyリフターズ（小山第三中2年）

58kg級　優勝

桑
くわばら

原　千
ち な み

菜美
栃木enjoyリフターズ（小山第二中2年）

69kg級　準優勝
第32回全国男子中学生ウエイトリフティング競技選手権大会

塚
つ か だ

田　直
な お と

人
栃木enjoyリフターズ（乙女中2年）

+94kg級　準優勝 69kg級　準優勝

須
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藤　之
ゆきひろ

博
栃木enjoyリフターズ（間々田中3年）

77kg級　第3位

酒
さ か い

井　洋
ようすけ

介
栃木enjoyリフターズ（小山第三中3年）
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問市民税課☎22–9424市県民税の特別徴収について
事業主の皆さまへ
　小山市ならびに県内各市町では、給与所得者に係る市民
税・県民税について特別徴収を推進しています。所得税の
源泉徴収義務のある事業所が対象となっていますので、事
業主の皆さまには、徴収事務手続きにつきましてご理解・
ご協力をお願いします。
◆特別徴収の方法
　給与支払者である事業主が、所得税の源泉徴収と同様に、
従業員に毎月支払う給与から市県民税を差し引き（給与天
引き）し、各従業員のお住まいの市町村に納入していただ
きます。
◆対象となる従業員
　前年に給与の支払いを受け、かつ 4 月 1 日現在において
引き続き給与の支払いを受けている従業員が対象です。年
度途中で入社された従業員については、「特別徴収への切替
届出書」による届出をいただくことにより、随時、特別徴
収へ切り替えることが出来ます（普通徴収の納期限を過ぎ
た税額は対象になりません）。
◆給与支払報告書の提出
　小山市にお住まいの従業員について、平成 31 年度（平成
30 年分）給与支払報告書を平成 31 年 1 月 31 日までに提
出してください。普通徴収に切り替える従業員がいる場合
は、「普通徴収への切替理由書」を併せて提出してください。
マイナンバー制度の導入により「給与支払報告書」にはマ
イナンバーの記載が必要になりましたのでご注意ください。
◆退職者等について
　給与支払報告書の提出後に退職等の異動が生じた従業員
がいた場合、「給与所得者異動届出書」を提出してください。
ご提出がないと、平成 31 年度特別徴収納税義務者の対象
となってしまいます。
※ 詳細は市ホームページをご覧ください

10 月より公的年金から特別徴収が始まる方へ
　公的年金からの特別徴収は、公的年金を受給し
ている方が、市県民税を年金からの差し引きによ
り納税する制度です。平成 30 年度分で初めてこの
制度の対象者になった方や、前年度途中で特別徴
収が停止になった方は、10 月支払い分の公的年金
から市県民税の特別徴収が始まります。

◆対象となる方
●平成 30 年 4 月 1 日（基準日）現在 65 歳以上
●平成 29 年中に支払われた公的年金などに対し市
　県民税が課税されている
●公的年金から介護保険料が特別徴収（差引き）さ
　れている

　対象となる方は、6 月に通知済みの『市民税・県
民税（普通徴収）納税通知書』の 4 枚目、『公的年
金からの特別徴収（差引き）について』に税額等
の記載がありますのでご確認ください。
　なお、公的年金所得について計算した税額のう
ち、すでに普通徴収で納めていただいた分を除く
税額を特別徴収で納めていただきます。
◆年度途中で特別徴収が停止になった方へ
　特別徴収が停止し、年金から差引きできなかっ
た税額は、納付書または口座振替で納めていただ
きます。後日、納税通知書を送付いたしますので、
ご確認ください。
　また、特別徴収の停止処理には複数の機関が関
わることから時間を要するため、一時的に納めす
ぎになってしまう場合があります。この場合、納
めすぎになった額は、後日還付します。

不動産合同公売会
　市税の滞納により差し押さえた不動産を小山市・結城市・栃木市が合同で公売します。
日　　時　11 月 29 日㈭ 13:20 入札開始（受付 12:50 ～、入札説明会 13:00 ～）
場　　所　小山市立中央公民館　第一研修室
公売方法　期日入札（一般の方も入札に参加できます）
公売財産　財産種別、財産所在地は登記簿上による表示で、現況と異なる場合があります。

※予告なく中止となる場合があります
※ 詳細は、小山市納税課、結城市収税課、栃木市収税課の各窓口にて配布の「不動産の公売広報」または各市
　ホームページでご確認ください。結城市・栃木市の公売財産は、結城市収税課（☎ 0296-34-0413）、栃木
　市収税課（☎ 0282-21-2281）へお問合せください

売却区分番号 見積価額 財産種別 財産所在地公売保証金

小山 30-1
     2,590,000 円 畑

( 現況雑種地 )    小山市大字喜沢字海道間 718 番 5
        260,000 円

小山 30-2
     1,000,000 円 宅地

建物    小山市大字横倉字浦里 1064 番地 15
        100,000 円

小山 30-3
     4,370,000 円 宅地

公衆用道路
建物

   小山市大字粟宮字東道上 1070 番地 5
        440,000 円

小山市・結城市・栃木市による
問納税課☎22–9444
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問建築指導課☎22-9233
10月は建設リサイクル法のパトロール強化月間です
～工事現場には標識を！工事現場内で分別解体を！～
　解体業者と発注者に適正な分別解体および再資源化の意識
と関心の向上のため、全国一斉に建築現場等のパトロールを
実施します。一定規模以上で特定建設資材（木材、コンクリー
ト、アスファルト・コンクリート、コンクリートと鉄から成
る建材）の廃棄・使用のある建設工事を行う場合、工事の発
注者は、工事に着手する7日前までに、分別解体の計画につ
いて、建設リサイクル法の届出が必要となります。

10/15㈪～ 21㈰は違反建築防止週間です
～建築基準法のルールを守って住み良いまちづくり～
　建築基準法は建物を建てるにあたり、皆さまの生命、健康、財産を保護するため、地震や災害などに対する安
全性の確保に関する基準を定めています。この基準は建物を建てる人、所有する人または管理する人にとって、
最低限守らなくてはいけないものです。あなたの所有する建物、あるいは建築中の建物が建築基準法のルールを
守ったものであるか、点検を心がけましょう。

問建築指導課☎22-9233

住宅総合相談会のお知らせ（無料）
日　時　11/11㈰10:00 ～ 15:00
会　場　県南体育館（第33回健康都市おやまフェスティバル会場内）
内　容　住宅に関する相談や問題(耐震対策や空き家の利活用等)について、建築士や司法書士のアドバイスが受けられます
その他　予約優先　※事前予約（（一社）栃木県建築士会☎028-639-3150）をおすすめします

成年後見制度をご存知ですか? 問社会福祉協議会☎22-9545
　地域包括ケア推進課☎22-9853
　福祉課☎22-9619･9629　成年後見制度は、認知症や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力

が不充分な方に対し、法的権限を与えられた後見人が、ご本人に代わり法
律行為を行い、ご本人が安心して暮らせるように支援する制度です。

　義援金の受け入れと募金箱の設置は、8月31日㈮をもちまして終了しました。皆さまからお預かりした義援
金2,671,678円は、9月12日㈬に被災地へ送金しました。ご協力ありがとうございました。
　なお、日本赤十字社が募集している義援金は、引き続き小山市社会福祉協議会で受け付けています。

平成30年7月豪雨災害義援金について 問出納室☎22-9453
　危機管理課☎39-6661

　10～ 11月に、市内の約2万世帯を対象に1日の人の動きを調査します。
　この調査は、「誰が」「どんな目的で」「どこからどこへ」「何時ごろ」「どのような交
通手段で」移動したかを詳しく調べるものです。調査結果は、誰もが移動しやすいまち
の実現に向けて、市の交通施策を検討する際の大切な基礎資料とします。
　ご自宅に調査票が届きましたら、ご協力をお願いします。
　詳細については、市ホームページをご覧ください。

【法定後見制度】
(既に判断能力が低下している方)
　本人や配偶者、親族等が家庭裁判所に申し立てま
す。後見人とその権限は家庭裁判所が決めます。

■成年後見制度には2つの制度があります

工事の種類 規模の基準
建築物の解体工事 延床面積 80㎡以上
建築物の新築・増築 延床面積 500㎡以上
建築物の修繕・模様替
（リフォームなど） 工事金額 1億円以上

その他の工作物に関する
工事（土木工事等） 工事金額 500万円以上

◆対象となる建設工事

■成年後見制度の利用を支援しています!!
　市では、「申し立てる親族がいない」「申し立ての費用や後見人への報酬が払えない」などの理由で、必要な方
が制度を利用できない状況に陥らないよう、市社会福祉協議会と連携し、市長による申し立てや、申し立て費用･
後見人報酬の助成を行っています。

【任意後見制度】
(判断能力が低下した時に備えたい方)
　後見人とその権限は自分で決めることができま
す。判断能力が低下してから支援が開始されます。

あなたの1日の動きを教えてください
小山市パーソントリップ調査

問都市計画課
　☎22-9230

問栃木県県土整備部住宅課
　☎028-623-2483



第40回人権講演会 問生涯学習課☎22–9695 ／人権推進課☎22–9292

日　時　10月15日㈪ 開場12:00、開演13:00
会　場　文化センター大ホール　※入場無料、事前申込み不要、手話通訳、要約筆記有り
内　容　・開会行事
　　　　・人権講演会（13:15 ～約80分）
　　　　　講演テーマ　「笑いある人生」／講師　三遊亭　円楽氏（落語家）
※市役所駐車場には限りがありますので、公共交通機関でお越しいただくか、
　近隣の有料駐車場をご利用ください。小学生以下の入場は、ご遠慮ください

三遊亭円楽氏プロフィール：1950年東京両国生まれ。青山学院大学在学中に、五代目三遊亭圓楽の目に留ま
り、前座修行をしながら同大学を卒業。1977年には、弱冠27歳にして笑点のレギュラーメンバーに抜擢された。
1979年には、放送演芸大賞最優秀ホープ賞を受賞。1981年真打に昇進した。1994年から小山市内の中央福祉
医療専門学校客員教授を務めている。2010年に六代目三遊亭円楽を襲名する。

三遊亭 円楽氏
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①特別児童扶養手当（所得制限あり）
受給資格　20 歳未満の障がい児を監護する父母、ま
たはその養育者
※ 障がい児：身体障がいの程度がおおむね 3 級以上
または療育手帳 A1、A2、B1 に該当している方
支給額（月額）1 級 51,700 円、2 級 34,430 円
②障害児福祉手当（所得制限あり）
受給資格　20 歳未満で精神または身体に著しい重度
の障がいがあり、日常生活で常時介護を必要とする状
態にある方
支給額（月額）14,650 円
③重度心身障がい児介護手当
受給資格　20 歳未満の次のような状態にある障がい
児を扶養している保護者
⑴身体障がい者手帳の等級が 1、2 級の方
⑵療育手帳の程度が A1、A2 の方
支給額（月額）5,000 円
※ 障害児福祉手当とは同時に受給できません
④特別障害者手当（所得制限あり）
受給資格　20 歳以上で、原則として精神または身体

に著しい重度の障がいが重複しており、日常生活で常
時特別介護を必要とする状態にある方
支給額（月額）26,940 円
⑤難病等福祉手当
受給資格　栃木県知事から特定医療費（指定難病）受
給者証、一般特定疾患医療受給者証、または小児慢性
特定疾病医療受給者証を交付されている方
支給額（年額）12,000 円
⑥重度心身障がい者の医療費助成
助成対象　
⑴身体障がいの程度が 2級以上の身体障害者手帳を所
持する方
⑵知的障がいの程度が A1、A2 の療育手帳を所持す
る方
⑶知的障がいの程度が B1 の療育手帳を所持してお
り、かつ身体障がいの程度が 4 級以上の身体障害者
手帳を所持する方
内容　保険適用診療分の自己負担額から、高額療養費  
等を引いた額を助成

障がい者（児）の方へ 問福祉課☎22–9624・ＦＡＸ24–2370

※他の手当を受給している場合や、児童の状況によっては受給できない場合があります
※ ①～④は申請翌月分、⑤は申請翌年度分から支給対象となります

詳しくは福祉課へ
お問合せください

問市体育協会事務局（県立温水プール館内）
　☎30–5856・ＦＡＸ30–5857第61回小山駅伝競走大会

日　時　11月24日㈯ 受付7:30 ～ 8:00、開会式8:00　※小雨決行
会　場　乙女中学校周辺特設コース
申込み　11月16日㈮までに、ホームページ（http://www.osa.server-shared.com）の「大会申込みファイル」に
必要事項を入力のうえ、ファイルをメールで送付するとともに、参加申込書・オーダー用紙・参加料を市体育協会に
持参（平日8:30 ～ 17:15）。持参できない場合は参加申込書・オーダー用紙を郵送し、参加料を当日受付時にて納入
※申込みにあたっては、ホームページの「第61回小山駅伝競走大会実施要項」をご確認ください

対象者（チーム編制） 距離 スタート 参加資格 参加料
※ 保険料込

小学 男女混合（6 人・補欠 3 人） 12.6 ㎞ 9:00 市内および近隣市町の小学校
・クラブ・スポーツ少年団登録者

2,000 円
中学 男子（6 人・補欠 3 人） 18.738 ㎞ 10:50 市内および近隣市町の中学校

・クラブチーム女子（5 人・補欠 3 人） 14.305 ㎞ 9:40

高校・一般 男子（6 人・補欠 3 人） 18.738 ㎞ 10:50 市内および近隣市町の高校・大学
・クラブチーム 3,000 円女子（6 人・補欠 3 人）

種目・スタート時刻・参加料等

※複数チームを出場させる団体は補欠を共用できます
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▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

　小山市の「地域包括ケアシステム」
～「現代版向こう三軒両隣」の構築を目指して～

　わが国では、急速に高齢化が進行し、団塊の世代が
75 歳に到達する 2025 年には、全人口の約 30％が高
齢者になるとされ、こうした高齢者の増加に伴い、一
人暮らしの高齢者や認知症高齢者の増加も予測されて
おります。
　一方、人口減少が進み、介護の担い手や財源不足の中、
これまでのような医療・福祉・介護の体制では、高齢
者を支えきれず、病院や施設ではなく、在宅で必要な
サービスを受けながら、高齢者が安心して生活できる

「地域包括ケアの仕組み」が必要といわれております。
　「地域包括ケアシステム」とは、自分でできることは
自分でする「自助」をベースに、お互いに助け合える
部分は助け合う「互助」を活用し、医療保険や介護保
険などの社会保障制度である「共助」、公的サービスに
よる「公助」と、自助・互助・共助・公助を組み合わ
せて、高齢者の在宅生活を支えていくものです。
　これにより、高齢者が「可能な限り住み慣れた地域で、
自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができ
る地域づくり」を目指すものであります。
　小山市では、地域包括ケアシステムの構築推進は最
重要課題と捉え、中でも公的サービスで賄いきれない

「見守り」や、ちょっとした困りごとに対する「生活支援」
などの支え合いの体制整備においては、地域の中で互
いに助け合える関係性を構築することが重要と考えて
おります。　
　現在、「現代版向こう三軒両隣」として、互助による
地域での支え合いの仕組みづくりを進めていただける
よう、自治会や民生委員、地区社協などの各団体の会議、
まちづくり出前講座、広報、おーラジなど、あらゆる
場を活用し、その啓発に力を入れております。
　このため、本年 7 月に市長を会長とし、市民・関係
団体の代表者 24 名から構成される「小山市地域包括ケ
アシステム構築推進委員会」を設置し、官民一体となっ
て推進できるよう体制強化を図っております。　
　さらに、自治会等の身近な生活単位で「現代版向こ
う三軒両隣」として、支え合いの取組みを進めていく
ことを目的に、市独自の事業となります「支え合いサ
ロン活動支援事業」の準備を進めております。この事
業は、地域における主体的な助け合いの仕組みづくり
に、積極的に取組んでいただける自治会等を対象とし、
友愛サロンのような集いの場だけではなく、暮らしの
中での様々な困りごとや地域でできることを話しあっ

ていく場を創設するための
準備金として、50,000 円を
補助するものです。
　皆さまのご協力、ご支援
のほどをよろしくお願いい
たします。
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第 14 回寺野東遺跡縄文まつり
　8 月 25 日㈯、「おやま縄文まつりの広場」で「第
14 回寺野東遺跡縄文まつり」が開催されました。「寺
野東遺跡」は国史跡となっていて、縄文人の知恵や技
術の高さを証明した重要な遺跡であり、全国的にもそ
の名を知られる、小山市が誇
る貴重な文化遺産です。参加
した子どもたちは、弓矢や火
おこし、勾玉づくりといった
縄文時代の生活を、楽しそう
に体験していました。

「環境都市宣言」10 周年！
　8 月 25 日㈯、「小山市環境都市宣言 10 周年記念式
典」が、小山市立文化センター大ホールで開催され、
約 500 人が参加しました。式典では、優れた環境配慮
の取組みを実践している企業・団体と「渡良瀬遊水地
児童壁新聞コンクール」の表彰や事例発表、日本野鳥

の会会長の柳生博さんによる
「コウノトリの野生復帰から
見る渡良瀬遊水地周辺の豊か
な自然との共生」と題した講
演などが行われました。　

小山の日本一ビールまつり
　8 月 25 日㈯と 26 日㈰、「第 7 回小山の日本一ビー
ルまつり」が、小山御殿広場で開催されました。小山
市は、過去にはビール麦収穫量日本一となった時期が
あり、その小山で取れたビール麦を原料に生産された
ビールを多くの方に味わっていただくため、また、小
山御殿広場を活用し、中心市街
地の活性化を図るためのイベン
トです。両日とも厳しい暑さで
したが、参加者は美味しそうに
冷たいビールを飲んでいました。
小山北桜高校家庭クラブ「第 66 回全国高等学校家庭
クラブ研究発表大会 産業教育振興中央会賞」受賞報告
　8 月 24 日㈮、小山北桜高校家庭クラブが、全国大
会での受賞報告をしました。
　小山北桜高校と小山市は包括連携協定を結んでおり、
4 分野、13 の事業を実施しており、また、同家庭クラ
ブは、小山市の地域資源を活用した「おやま和牛入り

かんぴょうカレーパン」「おいし
い ヘルシー かんぴょう入り小
山評定開運焼き 味噌味」を開発
し、2 品とも小山ブランドに認
定されています。
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　「おやま和牛・おとん」等を扱う市内の飲食店を中心とし、併せて全国の様々な肉料
理を扱う有名店が出店、趣向を凝らしたメニューを提供するイベントです。
　地元店、全国から選りすぐりの招待店、あわせて10店舗が出店予定です。

最強の肉イベント！肉
にくじる

汁グランプリ2018in小山
～全国から選りすぐりの肉汁したたる逸品が小山御殿広場に集合～

おやま～る・まちなか交流まつり
　今年は、「みんなの声を聞きたい」をテーマに、小山市のボランティア活動や市民活動の魅力を、聞き手役の声
を通じて引き出し、理解を深めていただき、広めます！いろいろな団体による出展や出店、いろいろなコーナー
企画を、ぜひ見に来てください！今年も2日間開催、初日は「市民活動アピールデー」として「おやま〜る」単
館での開催、翌日は「オレンジハロウィン2018（新・西口まつり）」との合同開催です。

問商業観光課☎22–9273
　農政課☎22–9253

元プロ野球選手の大スターが小山市へ
宝くじスポーツフェア　ドリーム・ベースボール

問生涯スポーツ課☎21–2695

　桑田真澄さんや金田正一さん、村田兆治さん、谷沢健一さんな
どの元プロ野球選手24名（予定）が、小山市にやってくる「宝く
じスポーツフェア　ドリーム・ベースボール」を開催します。往
年の大スターが、小山市選抜チームと対戦したり、子どもたちに
野球を直接指導します。また、金田正一さんによる講演会や、サ
イン入りバット・グローブなどが当たる抽選会もあります。10月
上旬に市内公共施設などで配布予定の無料チケットがあれば、ど
なたでもご覧いただけます。ぜひ球場で大スターのプレーをお楽
しみください。チケットの配布場所などについては、今後市ホー
ムページ等でお知らせします。
日　時　11/18㈰9:30 〜 15:00
会　場　小山運動公園野球場（講演会のみ栃木県立県南体育館）
　　　　※雨天時はすべて栃木県立県南体育館

金田正一氏

村田兆治氏 谷沢健一氏

桑田真澄氏

問小山市市民活動センター☎20–5562
center@oyamachi.jp

期　間　10/20㈯・21㈰　　場　所　小山市まちなか交流センター「おやま〜る」とその周辺
内　容　おやま〜る隣接の駐車場でのステージや飲食、物販の出店（フリマ）、向かいの城山・サクラ・コモ　　
　　　　ン公園での体験コーナーなど楽しく開催します！
●20㈯　フォーラム、正午：開会式、16時：交流シネマズ「さとにきたらええやん」
●21㈰　午前：まつり、午後：フォーラム、16時：閉幕（新・西口まつりフィナーレへ合流）
①展示ゾーン：活動紹介のポスター展示や啓発品などの作りもの展示等を中心に、活動とその楽しさを紹介
②出店ゾーン：フリマ式の頒布、飲料＆食べ物の露店、日頃の生産品などを中心に、頒布・販売
③実演＆体験ゾーン：団体活動の日頃の様子をじっくり知っていただこうと、今年も実演or体験の場を設置。
　ミニステージと各出展ブースの開催があります。ミニステージの時間割は同センターの特設ページを参照
④演奏＆発表ゾーン：いつも福祉施設などで、ユーモア＆ボランティア精神豊かに演奏したり演じたりして、
　入所者さんや多くの市民を楽しませている団体発表
⑤御殿広場ゾーン：21㈰に行われる「おやま生まれのオレンジリボンたすきリレー」に協賛して、一部の展示が
　御殿広場に引越します。「たすきリレー」の出走とゴールを見守り、また市民活動の団体紹介を行います。

日　時　10/6㈯・7㈰・8㈪11:00 〜 20:00（最終日は 19:00閉場）
場　所　小山御殿広場（小山市役所北側）
内　容　牛すじコロッケ、ハンバーグ、厚切り角煮めし、ジャークチキン、ソースかつ丼、
　　　　サーロインステーキ、旨たれ唐揚げ等
　　　　※食券制で 1品200円〜 1,400円程度を予定
主　催　肉汁グランプリin小山実行委員会
※駐車場には限りがありますので、JRやおーバス等公共交通機関でお越しください
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10
月
14
日
㈰
に
同
時
開
催
！

文

会場
小山第一小学校校庭
約150台

小山第二中学校
グラウンド　約200台

市役所

市役所第2駐車場
約700台

※駐車場には限りがありますので、
　なるべく公共交通機関をご利用ください。

駐車場案内図

　富士山作り、一般盆養菊、懸崖作りなど約400点を展示。
11/1㈭は、審査会のため、会場には終日入場できませんのでご了承ください。
期間　10/20㈯～ 11/11㈰9:00 ～ 16:00
　　　※富士山作りは11/18㈰まで展示しています
場所　道の駅思川

第67回小山市菊花大会 問小山晃思会事務局（商業観光課内）☎22-9273

菊鉢の無料配布（数量限定・成人限定）
数量限定で、菊鉢の無料配布を行います。
※無料配布はなくなり次第終了となります
日程　11/3㈯　会場　道の駅思川

問商業観光課☎22-9317

　豊かな水と肥
ひ よ く

沃な大地で育て上げられた小麦（イワイノダイチ）で作った開運小山うどんと、栃木
県の各市町を代表するうまいもの、県外のうまいものが小山市に集結します！選りすぐりのうまいも
のを食べ比べてください。
日時　10/14㈰10:00 ～ 15:00
会場　小山御殿広場（小山市役所北側）
◆販売方法：現金販売
◆出展：開運小山うどん会会員店舗および近隣うどん店
　　　　県内外のご飯類、揚げ物、菓子等の有名うまいもの店
◆会場で購入いただいた方に各店舗先着100枚開運スクラッチくじ配布
【展示】
　4月～ 5月に開催した思川桜フォトコンテストの応募作品を展示します。
本イベントの開会式の前に、フォトコンテストの入賞者の表彰も行います。

　史実≪小山評定≫など「開運のまちおやま」を見て・知って・楽しめるイベント盛りだくさん！
日時　10/14㈰10:00 ～ 15:00
会場　小山御殿広場（小山市役所北側）
◆小学生甲冑武者などによるパレード 
◆小学生甲冑武者による開運夢宣言
◆「私の夢ハガキ」タイムカプセル投函
◆市民劇団＜開運座＞による「小山評定」再現劇
◆小山御殿広場の特設ステージでのステージイベント

第13回おやま開運まつり 問商業観光課☎22-9273

第8回開運小山うどんまつり
第7回うまいものおやま評定2018
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日時　11/10㈯・11㈰7:00から　
会場　石ノ上河川広場・小山総合公園森のはらっぱ
内容　◆熱気球フライト○第1フライト：10㈯7:00から　
　　　　　　　　　　　○第2フライト：10㈯14:30から
　　　　　　　　　　　○第3フライト：11㈰7:00から
　　　◆係留体験搭乗（係留されたバルーンに搭乗できます）8:30 ～ 13:00（予定）
　　　◆熱気球教室　10㈯正午から・11㈰10:00から（予定）
　　　◆熱気球ナイトグロー＆花火ショー　10㈯18:00 ～ 18:20
　　　◆おやまバルーンマルシェ・気球お絵かきコーナー・バルーンアート（両日）
　　　※天候状況等により、一部イベント内容が変わることや中止になることもありますのでご了承ください

第27回おやまバルーンフェスタ

日時　11/11㈰9:00 ～ 15:30　会場　小山広域クリーンセンター
内容　◆おやまエコファミリー認定式、8レンジャー表彰式など
　　　◆リサイクル自転車などの抽選会　◆エコ企業の出展
　　　◆リサイクルフリーマーケット　◆分別クイズ、スタンプラリー
　　　◆ゲームコーナー　◆肥料（1人1袋限り）、中古本、ガス風船の無料配布
　　　◆使用済小型家電回収コーナーなど
　　　※当日、使用済小型家電をお持ちいただいた方に粗品を進呈します

おやまエコリサイクルフェア2018

エコリサイクルフェア2018
フリーマーケット出店募集

日　時　11/11㈰9:00 ～ 15:30
場　所　小山広域クリーンセンター
出店料　無料
定　員　先着20人
申込み　10/10㈬8:30から環境課☎22-9286
※営業を目的とする出店は固くお断りします

日時　11/ 11㈰9:00 ～ 15:00　会場　栃木県立県南体育館
内容　◆健康づくり市民公開講座「内容：未定」
　　　◆赤ちゃんハイハイレース（要予約：詳細については本紙今月号P20記載）
　　　◆いきいき子育てフェスティバル　
　　　◆8020運動・健康料理コンクール・四世代家族きずな等表彰
　　　◆口腔がん検診　◆健康相談・8020運動歯科相談・まちの保健室
　　　◆無料フッ素塗布（要申込：詳細は本紙今月号P20に記載）　
　　　◆いきいきふれあい事業展示コーナー　◆いきいき百歳体操　
　　　◆食生活改善・献血コーナーなど
　　　◆子どもの貧困撲滅・虐待防止対策～オレンジリボンキャンペーン＆フードドライブ～（詳細は本紙今月号Ｐ18記載）

第33回健康都市おやまフェスティバル

　市内で生産される新鮮で安全安心な農産物・加工品の販売やお楽しみ抽選会、
ステージイベントなど、催し物が盛りだくさん！
日時　11/10㈯・11㈰9:00 ～ 16:00　会場　小山総合公園第3駐車場
内容　◆小山の新鮮・安全安心な農産物・鉢花の販売
　　　◆小山の農畜産物を使った加工品（おやま和牛、小山の豚「おとん」、
　　　　はとむぎ）の販売
　　　◆6次産業化商品（ナマズ、ホンモロコ、はとむぎ、だちょう等）の販売
　　　◆農機具（トラクター、コンバイン等）の展示
　　　◆おいしい商品が当たる「お楽しみ抽選会」　など

第51回小山市農業祭

中央清掃センター・南部清掃センターの
11月の開場日変更のお知らせ

　フェア開催に伴い、中央清掃センター・南部清掃センター
の開場日が下記のとおり変更になります。
開場日　平日および11/17㈯、24㈯
※11/10㈯（第2土曜日）は開場しません
問環境課☎22-9286、中央清掃センター☎24-3194
　南部清掃センター☎0280-33-3310

問農政課☎22-9255

問おやまバルーンフェスタ
　実行委員会事務局・嶋田
　☎090-3577-4759

問環境課☎22-9286

問健康増進課☎22-9524

健康のためのイベントが盛りだくさん！この機会にご家族そろって楽しみながら健康づくりを考えてみませんか？
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　市民の皆さまが各種舞台披露や作品展示で、日頃の文化活動の成果を発揮する、文化の秋を彩る市民文化祭を
開催します。この秋は市民文化祭に肌で触れて、“文化”を堪能してください。　
期間　11/1㈭～ 12/2㈰　　会場　文化センター、中央公民館

舞台部門 期間 展示部門 期間
日本舞踊祭 11/10 ㈯ 工芸・デザイン展 11/1 ㈭午後～ 4 ㈰
新舞踊祭 11/11 ㈰ 盆栽展 11/8 ㈭～ 11 ㈰

※会場 : 道の駅思川学校音楽祭（南部）11/14 ㈬
学校音楽祭（北部）11/15 ㈭ 絵画展

学校合同作品展 11/14 ㈬～ 18 ㈰音楽祭 11/17 ㈯
洋舞祭 11/18 ㈰ 写真展 11/23 ㈮～ 25 ㈰
吟詠剣詩舞祭 11/23 ㈮ 茶華道展 11/24 ㈯・25 ㈰

※茶席は 11/25 ㈰のみ邦楽祭 11/25 ㈰
歌謡祭 12/1 ㈯ 書道展 11/28 ㈬午後～ 12/2 ㈰

第65回小山市民文化祭

第15回ハンドベルフェスタ in OYAMA
日　時　10/21 ㈰ 13:00 ～ 17:00（12:30 開場）　※入場無料
会　場　文化センター大ホール
出　演　小山市内外のハンドベルチーム
内　容　チームによる演奏およびマスリンギング（合同演奏）
その他　託児有り（事前に問合せください）
主　催　ハンドベルフェスタ in OYAMA 実行委員会
共　催　小山市・小山市教育委員会

　ハンドベルによる天使のハーモニーをお楽しみください !

問中央図書館☎21-0753第72回読書週間　10/27㈯～ 11/9㈮
標　語　「ホッと一息　本と一息」
読書週間に合わせて様ざまなイベントを開催します。ぜひお越しください。※参加無料

小山市立図書館開館40周年記念
平成30年度子どもと本をつなぐ講座『児童文学の旅』
日　時　第1回　11/17㈯14:00 ～ 16:00「アンデルセン童話の旅」
　　　　第2回　12/8㈯14:00 ～ 16:00「ピーターラビットの世界」
会　場　視聴覚ホール
講　師　池田　正孝氏（中央大学名誉教授）
対　象　子どもの読書・児童文学に関心のある方（小学校お
　　　　よび義務教育学校4年生～一般）各回先着80人
申込み　10/2㈫9:00から児童サービスデスクへ直接
　　　　または電話（☎21-0751）

平成30年度ビジネスセミナー
日　時　11/23㈮14:00 ～ 15:30
会　場　視聴覚ホール
演　題　「観察力とコミュニケーション
　　　　～声なきに聞き、形なきに見る～」
講　師　榎本　澄雄氏（株式会社kibi　代表取締役）
対　象　ビジネスに関心のある市民　先着100人
申込み　11/1㈭9:00から中央サービスデス
　　　　クへ直接または電話・FAX
　　　　（☎21-0750・FAX21-0755）

第3回中央図書館まつり　
日時　11/4㈰9:30 ～ 15:00　　会場　中央図書館　　主催　中央図書館実行委員会・中央図書館

イベント名 時間 場所 内容
としょかん朝市 9:30 ～ 12:00 正面入口 地場野菜・果物等の販売
仲間たちのあゆみ展 10:00 ～ 15:00 第2集会室 各団体の活動報告展示
リサイクル市 10:30 ～ 15:00 第1集会室 リサイクル資料（図書・雑誌）の譲与 ※持ち帰り用袋持参 

地下書庫見学ツアー ① 11:30 ～ 11:50
② 14:40 ～ 15:00

第2集会室
集合 地下 1 階・2 階の書庫の案内・説明

講演会
※要申込み
　（先着 100 人）

13:30 ～ 15:00 視聴覚
ホール

演　題　「伝統文化を引き継いで未来探し」
講　師　諏訪　ちひろ氏 ( 栃木県伝統工芸士　日本紙人形会代表）
申込み　10/2 ㈫から中央サービスデスクへ直接または電話（☎ 21-0750）

その他、「『おけだま』体験」や「おすすめ絵本の展示・図書館紹介動画上映」など、楽しいイベントが盛りだくさん！

第28回小山市文化振興大会
（市民文化祭開幕祭）※入場無料
日時　11/4㈰13:00 ～ 16:00
会場　文化センター大ホール
内容
①式典：文化祭ポスター展（小
学校および義務教育学校前期課
程児童）、文化協会功労賞表彰式
ほか
②記念公演：三遊亭楽大　落語会
③呈茶席：開演前、ロビーにて開催

問文化振興課☎22–9694

問文化振興課☎22–9662
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　「手しごとの旅」と題して、人びとの営みの中で生きるために行われてきた手しごとを
振り返るとともに、各地で受け継がれてきた職人の手しごとを紹介します。それらが生
み出された土地の風土やかつての人びとの暮らし方、作り手がそこに込めた思いといっ
たさまざまな声を、各地に残る糸と布をめぐる多様な手しごとから感じ取ってください。
会期・時間　11月 3日㈯～ 12月 16日㈰（月曜日休館）9:00 ～ 17:00
入館料　　大人 200（100）円、高・大生 100(50) 円、中学生以下無料
　　　　　【() 内は 20人以上団体料金】
　　　　　※おやまミュージアム割引：車屋美術館の今年度の半券で団体料金に割引
関連講座
●記念講演会「女の手しごと～布を成仏させるまで～」
　日時：11 月 17日㈯ 13:30 ～ 15:00 ／講師：所沢市文化財保護委員・宮本八惠子氏／定員：50 人
　申込み：前日までに電話
●津軽こぎん刺し体験（こぎんの刺しゅう体験でくるみ殻の針山ストラップ製作）
　日時：11 月 25日㈰ 13:30 ～ 16:00 ／講師：こぎん刺しデザイナー・藤本真紀子氏／定員：20 人
　参加費：2,000 円／対象：小学 3年生以上（小学生は保護者同伴）～一般／申込み：ハガキ（11月 15日㈭必着）
●間々田ひも組ひも体験（組みひも体験でストラップまたはブレスレット製作）
　日時：12 月 9日㈰ 13:30 ～ 16:00 ／講師：栃木県伝統工芸士・渡邉靖久氏／定員 20 人
　参加費：1,000 円／対象：小学 1年生以上（小学生は保護者同伴）～一般／申込み：ハガキ（11月 25日㈰必着）
※ハガキへの記載事項：①講座名、②氏名（学校学年・一般なども明記）、③郵便番号・住所、④電話番号

第71回企画展「糸と布をめぐる手しごとの旅」 問博物館☎45–5331

博物館開館35周年記念展

友
好
都
市
・
結
城
市
情
報

●
祭
り
ゆ
う
き
２
０
１
８

　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
な
ど
の
踊
り

の
ス
テ
ー
ジ
や
青
空
市
な
ど
、
多

彩
な
催
し
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
／
27
㈯
10
時
～
16
時
・

28
㈰
10
時
～
15
時

会
場
　
南
部
中
央
公
園(

け
や
き

公
園)

、結
城
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
ク
ロ
ス
周
辺

問
結
城
市
観
光
協
会
事
務
局(

結

城
市
商
工
観
光
課)

☎
０
２
９
６
�
０
４
２
１

関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
情
報

　
小
山
市
と
と
も
に
、「
関
東
ど

ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
を
構

成
す
る
４
県
３
市
２
町
（
栃
木
県

栃
木
市
、
野
木
町
、
茨
城
県
古
河

市
、
埼
玉
県
加
須
市
、
群
馬
県
板

倉
町
）
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
。

【
栃
木
市
】

●
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り

　
豪
華
絢
爛
な
江
戸
型
人
形
山

車
、お
囃
子
の
競
演
「
ぶ
っ
つ
け
」

や
、
提
灯
明
か
り
の
幻
想
的
な
夜

の
巡
行
な
ど
、
小
江
戸
の
「
粋
」

と
「
雅
」
あ
ふ
れ
る
、
栃
木
市
最

大
の
お
ま
つ
り
。

期
日
　
11
／
９
㈮
子
ど
も
山
車
ま

つ
り
、
10
㈯
・
11
㈰
本
ま
つ
り

会
場
　
と
ち
ぎ
蔵
の
街
大
通
り
周

辺問
栃
木
市
観
光
振
興
課

☎
０
２
８
２
�
２
３
７
４

【
野
木
町
】

●
煉
瓦
窯
で
明
治
の
薫
り
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
野

木
町
煉
瓦
窯
が
見
学
で
き
ま
す
。

見
学
時
間
　
９
時
～
17
時
（
野
木

ホ
フ
マ
ン
館
の
開
館
日
の
み
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等
に
よ

る
解
説
付
き
の
見
学
ツ
ア
ー
も
実

施
（
９
時
半
、
10
時
半
、
11
時
半
、

13
時
、14
時
、15
時
、16
時
の
７
回
）

料
金
　
中
学
生
以
下
無
料
。
高
校

生
以
上
１
人
100
円
（
15
人
以
上
の

団
体
の
場
合
１
人
80
円
）

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

☎
０
２
８
０
�
６
６
６
７

【
古
河
市
】

●
第
20
回
古
河
関
東
ド
・
マ
ン
ナ

カ
祭
り

　
多
数
の
模
擬
店
が
出
店
し
ま

す
。
ダ
ン
ス
・
歌
謡
シ
ョ
ー
等
の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、
神
輿
・

山
車
・
民
俗
芸
能
等
の
催
し
の
ほ

か
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
も

行
い
ま
す
。

日
時
　
10
／
13
㈯
９
時
～
17
時
・

14
㈰
９
時
～
15
時
半

会
場
　
古
河
市
中
央
運
動
公
園

問
古
河
市
商
工
政
策
課

☎
０
２
８
０
�
５
１
１
１

【
加
須
市
】

●
う
ど
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　“
う
ど
ん
愛
好
家
”
自
慢
の
お

い
し
い
う
ど
ん
を
販
売
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
加
須
の
う
ど
ん
を
食

べ
比
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
／
27
㈯
10
時
半
～
14
時

半
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

会
場
　
加
須
は
な
さ
き
水
上
公
園

問
加
須
市
商
業
観
光
課

☎
０
４
８
０
�
１
１
１
１

【
板
倉
町
】

●
秋
の
揚
舟
　
谷
田
川
め
ぐ
り

　
船
頭
が
一
本
の
竹
ざ
お
を
使

い
、
谷
田
川
を
ゆ
っ
く
り
と
周
遊

し
ま
す
。
舟
の
上
か
ら
、
水
場
い

た
く
ら
の
心
休
ま
る
景
色
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

運
航
期
間
　
９
／
１
㈯
～
10
／
28

㈰
の
土
・
日
・
祝
日

出
航
時
間
　
10
時
、
11
時
、
正
午
、

13
時
、
14
時
、
15
時
、
16
時
（
１

日
７
便
）

場
所
　
群
馬
の
水
郷

乗
船
時
間
　
約
１
時
間

費
用
　
千
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

問
板
倉
町
産
業
振
興
課

☎
０
２
７
６
�
４
０
４
０

江戸型人形山車

煉瓦窯

縁側でのお針仕事
（提供：柏村祐司氏）



小
山
政
光
の
矜き

ょ
う
じ持

　
文
治
５
（
１
１
８
９
）
年
７
月
19
日
藤
原
泰

衡
征
討
の
た
め
、
小
山
３
兄
弟
ら
千
余
騎き

の
奥

大
道
軍
は
頼
朝
に
従
い
鎌
倉
を
出
発
し
ま
し
た
。

25
日
、
古こ

た
は
し
の
う
ま
や

多
橋
駅
（
現
宇
都
宮
市
下
河
原
町
付

近
）
に
着
い
た
頼
朝
は
、
宇
都
宮
二ふ

た
あ
ら
や
ま

荒
山
神
社

に
参
拝
し
、
そ
の
後
、
宿
舘
に
入
り
、
そ
の
時
、

下
野
国
大だ

い
じ
ょ
う掾

小
山
政
光
が
目
通
り
し
て
駄だ

し
ょ
う餉

（
征

討
で
饗き

ょ
う
お
う応

す
る
食
べ
物
）
を
献
じ
ま
し
た
。
そ

の
時
の
様
子
が
、
鎌
倉
幕
府
の
史
書
『
吾あ

づ
ま
か
が
み

妻
鏡
』

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
時
、
紺
の
直ひ

た
た
れ垂

を
着
た
武
士
が
そ
の
場

に
控
え
て
い
ま
し
た
。
政
光
が
、
頼
朝
に
「
彼

は
何
と
い
う
者
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
彼
こ

そ
、
本
朝
無
双
の
勇
士
、
熊く

ま
が
い谷

小
次
郎
直
家
で

あ
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
政
光
は
、「
な

ぜ
無
双
と
い
う
の
か
」
と
聞
く
と
、「
平
氏
追
討

の
時
、
一
の
谷
の
戦
い
に
父
の
次

郎
直な

お
ざ
ね実

と
一
緒
に
、
一
命
を
な
げ

う
っ
て
、
先
陣
・
高
名
を
あ
げ
た
」

と
答
え
ま
し
た
。
政
光
は
大
き
く

笑
っ
て
、「
主
君
の
た
め
に
命
を
す

て
よ
う
と
す
る
の
は
勇
士
の
常
で

あ
っ
て
、
直
家
に
限
っ
た
こ
と
で

あ
り
ま
せ
ん
。
彼
の
ご
と
き
は
、

こ
れ
と
い
う
一
族
・
郎
党
が
い
な

い
か
ら
、
み
ず
か
ら
勲く

ん
こ
う功

を
あ
げ
、

名
を
あ
げ
る
ほ
か
は
な
い
の
で
す
。

政
光
は
、
こ
れ
ま
で
一
族
・
郎
党

を
つ
か
わ
し
て
、
戦
功
を
あ
げ
、

忠
節
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
今

度
の
合
戦
に
は
、
子
朝と

も
ま
さ政

・
宗
政
、

朝と
も
み
つ光

ら
に
命
じ
ま
し
ょ
う
。
先
頭

に
進
ん
で
自
分
自
身
で
手
柄
を
立

て
、
殿
か
ら
『
本
朝
無
双
の
勇
士
』

と
褒
め
て
い
た
だ
こ
う
で
は
な
い

か
」
と
。
こ
の
発
言
に
、
頼
朝
は
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
た
と
言
い
ま
す
。

　
い
か
に
も
豪
語
ら
し
く
聞
こ
え
ま
す
が
、
政

光
は
、
有
力
御
家
人
と
し
て
の
信
頼
関
係
に
あ

り
、
頼
朝
に
絶
対
の
忠
誠
を
誓
い
、
頼
朝
も
源

平
争
乱
に
お
い
て
、
小
山
一
族
の
功
績
に
、
一

目
置
い
て
お
り
、
う
な
づ
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
場
面
は
、
大
武
士
団
と
小
武
士
団
と
の

差
異
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
小
山
一
族
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
坂
東
の
大

武
士
団
は
、
一
族
、
郎
党
、
下
人
・
所
従
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
動
員
兵
力
は
５
百
騎
以
上
に
及

ぶ
と
も
い
わ
れ
、
数
千
町
歩
に
及
ぶ
大
所
領
を

経
営
す
る
大
領
主
で
す
。

　
武
蔵
国
の
北
部
、
利
根
川
や
荒
川
沿
岸
地
域

の
「
武
蔵
七
党
」
と
よ
ば
れ
る
熊
谷
親
子
・
平

山
季す

い
し
げ重

・
河
原
兄
弟
な
ど
、
少
数
の
兵
力
し
か

持
た
な
い
小
武
士
団
は
、「
無む

げ下
の
荒あ

れ
ご
う
い
っ
し
ょ

郷
一
所
の

主
人
」
と
い
わ
れ
る
郷
の
一
カ
所
し
か
持
た
な

い
小
領
主
で
す
。

　
熊
谷
郷
（
現
熊く

ま
が
や谷

市
）
を
所
領
と
す
る
熊
谷

親
子
に
は
、
一
の
谷
の
戦
い
で
、
先
陣
争
い
の

逸
話
（『
平
家
物
語
』）
が
あ
り
ま
す
。
寿じ

ゅ
え
い永

３

（
１
１
８
４
）
年
２
月
７
日
の
早
朝
、摂
津
国
（
現

兵
庫
県
）
福
原
に
気
勢
を
あ
げ
て
い
た
平
氏
の

大
軍
を
北
方
の
六
甲
山
を
越
え
、「
鵯

ひ
よ
ど
り
ご
え越

の
逆さ

か
お
と落

し
」
で
奇
襲
し
た
源
義
経
の
軍
中
に
あ
っ
た
熊

谷
親
子
と
旗は

た

差さ
し

１
騎
の
計
３
騎
で
先
陣
を
争
い
、

16
歳
の
直
家
と
同お

な

い
年
の
平た

い
ら
の
あ
つ
も
り

敦
盛
を
討
ち
取
り

ま
し
た
。
親
子
は
、
先
陣
争
い
で
、
一
カ
所
の

所
領
に
命
を
懸か

け
、「
一い

っ
し
ょ
け
ん
め
い

所
懸
命
」
に
自
分
自
身

の
戦
功
、
名
声
を
あ
げ
る
ほ
か
無
か
っ
た
の
で

す
。
今
日
の
「
一い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

生
懸
命
」
は
こ
の
武
士
の
姿

か
ら
き
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

小
山
歴
史
研
究
会

　大
島

　満
雄
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○189

坂
東
の
大
武
士
団

　小
山
一
族

　下
野
国
の
小
山
一
族
を
は
じ
め
と
し
た
下
総
国
（
現
千
葉

県
）
の
千
葉
氏
、
相
模
国
（
現
神
奈
川
県
）
の
三
浦
氏
な

ど
、
坂
東
の
大
武
士
団
は
、
源
頼
朝
の
挙
兵
以
来
、
平
氏
追
討
、

奥
州
の
藤
原
泰や

す
ひ
ら衡

の
征
討
に
多
く
の
戦
功
を
あ
げ
、
鎌
倉
幕

府
の
創
立
ま
で
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
武
蔵
国
（
現
埼
玉
県
）
の
「
武
蔵
七
党
」
と
い
わ
れ

る
小
武
士
団
が
多
く
輩
出
し
、
そ
の
武
士
団
の
活
躍
も
あ
り
、

頼
朝
は
、
大
き
な
権
力
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

小山政光画像
（森戸果香筆　栃木県立博物館蔵）

小山政光逆
ぎゃくしゅうとう

修塔（立木　満願寺）
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●
イ
ベ
ン
ト

犯
罪
被
害
者
等
支
援
巡
回
パ
ネ
ル
展

日
時
　
10
／
２
㈫
～
４
㈭
９
時
～
16
時

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容
　
犯
罪
被
害
者
等
の
現
状
や
ご

家
族
へ
の
支
援
の
重
要
性
に
つ
い
て

※
10
／
２
㈫
13
時
半
～
15
時
に
小

ホ
ー
ル
で
「
犯
罪
被
害
者
支
援
市

町
民
の
つ
ど
い
２
０
１
８
」
開
催

問
生
活
安
心
課
☎
�
９
２
８
２

第
21
回
渡
良
瀬
川
下
流
流
域
下
水

道
（
思
川
処
理
区
）
下
水
道
施
設

公
開
デ
ー

日
時
　
10
／
13
㈯
９
時
半
～
正
午

会
場
　
思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

(

野
木
町
大
字
野
木
２
２
５
２ｰ

２)

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
８
０
�

０
５
５
５

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ル

シ
ェ
２
０
１
８

日
時
　
10
／
13
㈯
10
時
～
15
時

会
場
　
み
ぶ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ー
ク

（
道
の
駅
み
ぶ
）

内
容
　
小
山
市
お
よ
び
県
内
の
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
員
が
生
産
し
た
農
産

物
・
加
工
品
の
販
売
お
よ
び
Ｐ
Ｒ

問
県
農
政
部
経
営
技
術
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
３
２
２

ペ
ガ
ス
ス
座
を
見
つ
け
よ
う
～
火

星
を
見
よ
う
～

日
時
　
10
／
13
㈯
18
時
半
～
20
時

会
場
　
生
井
公
民
館

※
曇
り
・
雨
の
場
合
中
止
。
当
日

11
時
～
12
時
半
に
博
物
館
駐
車
場

で
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
ま
ち
）
情
報

■
ゆ
め
ま
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り

10
／
20
㈯
９
時
～
15
時
▽
ゆ
め
ま

ち
、
城
南
公
園
▽
利
用
団
体
の
舞
台

発
表
、
展
示
、
売
店
や
抽
選
会
等

■
「
お
は
な
し
び
っ
く
り
箱
」

10
／
23
㈫
10
時
半
～
11
時
▽
ゆ
め

ま
ち
プ
レ
イ
ル
ー
ム
▽
絵
本
読
み

聞
か
せ
・
紙
芝
居
等
▽
未
就
学
児

対
象
（
保
護
者
同
伴
）

■
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室

毎
月
第
４
土
曜
日
10
時
～
11
時
▽

ゆ
め
ま
ち
多
目
的
ホ
ー
ル
▽
ラ
ジ

オ
体
操
連
盟
公
認
指
導
士
に
よ
る

教
室
▽
上
履
き
持
参

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
９
３
５

福
祉
ま
つ
り
販
売

日
時
　
10
／
20
㈯
９
時
か
ら

会
場
　
道
の
駅
思
川

内
容
　
障
が
い
者
の
自
立
支
援
や

社
会
参
加
促
進
と
し
て
各
作
業
所

が
作
っ
た
パ
ン
や
小
物
の
販
売

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

ま
り
・
び
わ
古
墳
さ
ん
ぽ

日
時
　
10
／
27
㈯
14
時
～
16
時

会
場
　
国
史
跡
摩
利
支
天
塚
・
琵

琶
塚
古
墳
資
料
館
お
よ
び
そ
の
周
辺

定
員
　
先
着
30
人
に
「
お
さ
ん
ぽ

シ
ー
ト
」
と
「
ス
タ
ン
プ
シ
ー

ト
」
を
配
布
　
※
申
込
み
不
要

問
生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
６

２
０
１
８
ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
　
11
／
４
㈰
９
時
～
正
午

会
場
　
下
野
市
三
王
山
ふ
れ
あ
い

公
園

内
容
　
盲
導
犬
体
験
、
１
日
獣
医

体
験
、
動
物
健
康
相
談
等

問
環
境
課
☎
�
９
２
９
０

●
ス
ポ
ー
ツ

お
や
ま
の
ま
ち
de
開
運
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
「
風
薫
る
巴
波
川
コ
ー
ス
」

日
時
　
10
／
13
㈯
８
時
半
か
ら
受

付
、
９
時
開
会
式

コ
ー
ス
　
寒
川
小
学
校
（
集
合
）

→
雷
電
橋
→
落
合
橋
→
昇
明
橋
→

緑
川
橋
→
巴
波
川
決
壊
口
祈
念
公

園
→
寒
川
小
学
校
／
約
6.5
㎞

定
員
　
先
着
50
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
寒
川
公
民
館
☎
�

１
０
０
２

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
７
㎞

日
時
　
11
／
４
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス
　
小
金
井
駅
（
東
口
）
集

合
→
大
沼
公
園
→
小
山
ダ
チ
ョ
ウ

園
→
小
金
井
駅
（
東
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

※
当
日
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

●
お
知
ら
せ

新
入
学
児
の
健
康
診
断
の
実
施

日
時
・
会
場
　
次
の
表
の
と
お
り

対
象
　
Ｈ
24
．
４
／
２
～
Ｈ
25
．

４
／
１
生
ま
れ
の
方

持
ち
物
　
就
学
時
健
康
診
断
通
知

書
、
母
子
手
帳
、
上
履
き
、
問
診

票
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
調

査
（
記
入
の
上
、
当
日
持
参
）

そ
の
他
　
当
日
都
合
が
悪
い
方
、

伝
染
性
の
病
気
が
あ
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
☎
�
９
６
９
２

隣
接
校
希
望
選
択
制
の
申
請
受
付

　
本
人
お
よ
び
保
護
者
の
希
望
に

よ
り
、
指
定
さ
れ
た
学
校
の
学
区

と
接
し
て
い
る
他
の
学
校
へ
の
入

学
を
可
能
と
す
る
制
度
で
す
。

対
象
　
平
成
31
年
度
に
中
学
校
へ

入
学
す
る
児
童

申
請
　
10
／
18
㈭
～
31
㈬
（
土
・

日
除
く
。
期
間
厳
守
）
に
印
鑑
を

持
参
し
、
学
校
教
育
課
へ
（
申
請

書
類
は
同
課
に
あ
り
ま
す
）

問
同
課
☎
�
９
６
３
２

平
成
31
年
度
4
月
か
ら
の
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
の

入
園
・
入
所
お
よ
び
予
約
申
込
み

受
付
　
10
／
29
㈪
～
11
／
９
㈮

場
所
　
①
各
保
育
施
設
（
第
１
希

望
が
私
立
保
育
園
の
方
／
第
１
希
望

が
認
定
こ
ど
も
園
の
方
※
第
１
希
望

が
平
成
31
年
４
月
よ
り
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
予
定
の
栗
の
実
幼
稚
園

（
保
育
認
定
）
の
方
は
栗
の
実
幼
稚

園
）
、
②
こ
ど
も
課
（
第
１
希
望
が

公
立
保
育
所
の
方
）

対
象
　
就
労
、
妊
娠
・
出
産
、
保

護
者
の
疾
病
・
障
が
い
、
同
居
親

族
の
介
護
・
看
護
、
災
害
の
復
旧

等
に
よ
り
、
保
護
者
の
ほ
か
に
保

育
す
る
方
が
い
な
い
家
庭

予
約
　
両
親
と
も
に
１
日
7
時
間

以
上
お
よ
び
月
140
時
間
以
上
就
労

で
、
産
休
・
育
休
か
ら
同
じ
職
場

に
復
帰
す
る
場
合
、
予
約
可
。
出

産
前
や
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
も
予

約
可
。
同
居
者
が
保
育
で
き
る
場

合
（
求
職
中
含
む
）
は
予
約
不
可

そ
の
他
　
母
子
健
康
手
帳
・
個
人

番
号
カ
ー
ド
等
を
持
参
し
、
お
子
様

と
一
緒
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課

☎
�
９
６
１
４
・
９
６
１
５

◆新入学児の健康診断日程表（学校名・実施日・受付時間）
羽川西小 10/1 ㈪① 小山城北小 10/25㈭① 若木小 11/14㈬①
小山城東小 10/2 ㈫② 萱橋小 10/29㈪④ 網戸小 11/14㈬①
下生井小 10/9 ㈫① 乙女小 10/30㈫① 穂積小 11/15㈭①
旭小 10/10㈬① 中小 10/31㈬⑤ 大谷北小 11/19㈪①
間々田小 10/12㈮① 小山第二小 11/2 ㈮① 羽川小 11/21㈬①
豊田北小 10/16㈫① 小山城南小 11/5 ㈪⑤ 絹義務教育学校 11/22㈭①
寒川小 10/17㈬① 小山第一小 11/7 ㈬① 豊田南小 11/30㈮①
大谷東小 10/23㈫③ 間々田東小 11/9 ㈮②
小山第三小 10/24㈬① 大谷南小 11/12㈪①
受付時間：① 13:00 ～ 13:20、② 12:50 ～ 13:10、③ 12:30 ～
12:50、④ 13:00 ～ 13:10、⑤ 13:00 ～ 13:15
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思
川
北
口
駅
前
地
区
地
区
計
画
お

よ
び
平
和
東
地
区
地
区
計
画
の
縦

覧
お
よ
び
説
明
会

原
案
の
縦
覧
　
10
／
10
㈬
～
24
㈬

（
縦
覧
場
所
：
都
市
計
画
課
内
）

意
見
書
　
地
権
者
お
よ
び
利
害
関
係

人
は
10
／
31
㈬
ま
で
に
意
見
申
出
可

都
市
計
画
の
案
の
説
明
会
　
11
／

６
㈫
18
時
半
・
市
役
所
別
館
会
議
室
３

問
都
市
計
画
課
☎
�
９
２
０
３

物
品
購
入
等
入
札
参
加
者
資
格
審

査
の
申
請

　
平
成
31
・
32
年
度
の
市
が
発
注

す
る
物
品
な
ど
の
納
入
や
業
務
委

託
の
受
注
を
希
望
す
る
方
は
、
入

札
参
加
資
格
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
　
（
郵
送
）
10
／
26
㈮

～
11
／
22
㈭
、
（
持
参
）
11
／
26

㈪
～
29
㈭

受
付
会
場
　
市
役
所
別
館
会
議
室
３

※
提
出
書
類
等
詳
細
は
市
HP
で
ご

確
認
く
だ
さ
い

問
管
財
課
☎
�
９
３
２
５

小
山
市
戦
没
者
追
悼
式

　
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の
人
び

と
へ
の
追
悼
の
意
を
表
し
、
平
和
の

大
切
さ
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
戦

没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
／
30
㈫
10
時
～
正
午

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
２

成
人
式
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

日
時
　
Ｈ
31
．
１
／
13
㈰
10
時
か
ら

会
場
　
市
内
全
中
学
校
お
よ
び
絹

義
務
教
育
学
校

対
象
　
Ｈ
10
．
４
／
２
～
Ｈ
11
．

４
／
１
生
ま
れ
の
方
。
10
／
１
㈪

現
在
、
小
山
市
に
住
民
登
録
の
あ

る
方
へ
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

転
入
・
転
出
さ
れ
た
方
も
出
席
で

き
ま
す
の
で
、
小
山
市
に
住
民
登

録
の
な
い
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
５

国
民
年
金
死
亡
一
時
金
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
36
月
以
上

納
め
た
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金

や
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
せ
ず

に
亡
く
な
っ
た
場
合
、
生
計
同
一

で
あ
る
ご
遺
族
に
死
亡
一
時
金
が

発
生
し
ま
す
（
た
だ
し
、
遺
族
に

は
一
定
の
範
囲
と
優
先
順
位
が
あ

り
ま
す
）
。
亡
く
な
ら
れ
た
日
の

翌
日
か
ら
、
２
年
以
内
に
請
求
が

無
け
れ
ば
、
死
亡
一
時
金
を
受
け

取
る
権
利
が
消
滅
し
て
し
ま
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

宝
く
じ
助
成
金
で
の
整
備

　
平
成
30
年
度
事
業
で
は
南
半
田

連
合
自
治
会
が
申
請
を
行
い
、
太

鼓
、
提
灯
を
は
じ
め
と
し
た
お
囃

子
道
具
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
地
域
文
化
の
継
承
と

発
展
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
☎
�
９
２
４
８

●
募
集

未
来
を
拓
く
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

塾
「
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
お
や
ま

イ
ク
ボ
ス
合
同
宣
言
」

日
時
　
10
／
９
㈫
13
時
15
分
～
15

時
半

内
容
　
○
第
一
部
「
お
や
ま
イ
ク

ボ
ス
合
同
宣
言
」
○
第
二
部
「
講

演
会
～
元
祖
イ
ク
ボ
ス
が
語
る
！

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
人
生
の
す
す
め

～
」
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ヂ
カ
ラ
・

ニ
ッ
ポ
ン
代
表 

川
島
高
之
氏
）

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

定
員
　
企
業
経
営
者
、
人
事
管
理

担
当
者
、
従
業
員
、
市
民
等
200
人

申
込
み
　
男
女
共
同
参
画
課
☎
�

８
０
７
８

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時
　
①
10
／
13
㈯
輪
織
り
麻
ひ

も
バ
ッ
グ
作
り
、
②
10
／
31
㈬
ま

ゆ
ク
ラ
フ
ト
「
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス

ケ
ッ
ト
」

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

参
加
費
　
①
千
円
、
②
500
円

※
時
間
・
詳
細
は
要
問
合
せ

申
込
み
　
10
／
３
㈬
か
ら
お
や
ま

本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館
☎
�

６
４
７
７

自
死
遺
族
の
会

日
時
　
10
／
16
㈫
14
時
か
ら
（
偶

数
月
第
３
火
曜
日
）

会
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
不
要

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

第
10
回
ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会

　
思
川
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守

る
た
め
の
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
10
／
20
㈯
７
時
40
分
か
ら

受
付
、
８
時
開
会
式

集
合
場
所
　
思
川
左
岸
　
観
晃
橋

南
四
阿
付
近

問
環
境
課
☎
�
９
２
７
６

折
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
　
10
／
20
㈯
10
時
～
正
午

会
場
　
博
物
館

テ
ー
マ
　
秋
の
風
物
詩

定
員
　
25
人

参
加
費
　
100
円
　
※
折
紙
持
参

申
込
み
　
10
／
２
㈫
９
時
か
ら
車

屋
美
術
館
☎
�
０
９
６
８

介
護
予
防
普
及
啓
発
講
演
会

日
時
・
会
場
　
①
10
／
21
㈰
・

健
康
医
療
介
護
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
、
②
11
／
17
㈯
・
桑
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
（
マ
ル
ベ
リ
ー

館
）
、
③
12
／
15
㈯
・
間
々
田
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
し
ら
さ
ぎ

館
）
、
い
ず
れ
も
13
時
半
～
15
時

内
容
　
１
部
：
小
山
市
の
現
状
と

介
護
予
防
の
必
要
性
、
２
部
：
自

主
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
と
現
在

の
活
動
（
報
告
者
：
い
き
い
き
百

歳
体
操
は
ね
か
わ
）
、
３
部
：

笑
っ
て
元
気
!!
楽
し
い
笑
い
ヨ
ガ

申
込
み
　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
①
小
山
総
合
☎
�
０
２
１
１
、

②
桑
絹
☎
�
０
９
２
１
、
③
間
々
田

☎
�
２
０
７
１

生
井
公
民
館
歌
声
講
座

日
時
　
10
／
29
㈪
、
11
／
12
㈪
・

26
㈪
、
12
／
10
㈪
（
全
４
回
）
13

時
～
14
時
半

会
場
　
生
井
公
民
館

定
員
　
先
着
20
人
程
度

申
込
み
　
10
／
17
㈬
ま
で
に
同
館

思川駅北口駅前地区

計　画　図計　画　図

平和東地区



広報小山2018.10月号　18

☎
�
４
０
０
４

豊
田
公
民
館
後
期
講
座

■
セ
ル
フ
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

11
／
５
～
26
の
毎
週
月
曜
日
（
全
４

回
）
13
時
半
～
14
時
半
▽
15
人
▽
500
円

■
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

11
／
９
㈮
・
16
㈮
・
23
㈮
（
全
３

回
）
９
時
～
11
時
半
▽
12
人
▽
500
円

■
と
よ
だ
す
く
す
く
子
育
て
講
座

11
／
８
㈭
・
22
㈭
、
12
／
６
㈭
・

20
㈭
（
全
４
回
）
９
時
半
～
11
時

▽
豊
田
地
区
在
住
の
２
歳
～
６
歳

（
未
就
学
児
）
の
親
子
16
人
（
８

組
）
▽
500
円

申
込
み
　
10
／
18
㈭
に
参
加
料
を

添
え
て
同
館(

電
話
申
込
み
不
可
）

問
同
館
☎
�
１
０
０
２

「
開
運
の
ま
ち
お
や
ま
　
ま
ち
な

か
名
所
・
旧
跡
め
ぐ
り
」

日
時
　
11
／
10
㈯
文
書
館
９
時
集

合
～
正
午
　
※
小
雨
決
行

行
き
先
　
須
賀
神
社
、
小
山
評
定

跡
、
祗
園
城
跡
、
天
翁
院
等

ガ
イ
ド
　
大
島
満
雄
氏
（
「
い
い

と
こ
教
え
隊
お
や
ま
」
代
表
）

定
員
　
先
着
15
人

申
込
み
　
文
書
館
☎
�
７
２
２
２

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時
　
11
／
10
㈯
９
時
～
正
午

（
８
時
半
か
ら
受
付
）
　

会
場
　
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
等

定
員
　
小
山
市
ま
た
は
野
木
町
に

在
勤
、
在
学
、
在
住
者
30
人

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
10
／
15
㈪
～
31
㈬
に
消

防
署
救
急
係
☎
�
６
６
６
６

家
庭
緑
化
用
苗
木
「
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
」
無
料
配
布

日
時
　
11
／
11
㈰
９
時
半
～
11
時

会
場
　
市
農
業
祭
会
場
内
（
小
山

総
合
公
園
第
３
駐
車
場
）

定
員
　
市
内
在
住
の
方
・
先
着
200

人
（
１
人
１
本
）

申
込
み
　
11
／
７
㈬
ま
で
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
便

（
〒
323ｰ
8686
小
山
市
中
央
町
１-

１-

１
）
、
ＦＡＸ
�
９
８
０
０
、
ま
た
は
☎

�
９
８
８
１
で
水
と
緑
の
推
進
課

※
当
日
会
場
で
引
換
券
を
交
付

（
引
換
券
と
苗
木
を
交
換
）

米
粉
の
料
理
教
室

日
時
　
11
／
15
㈭
、
12
／
６
㈭
10

時
半
～
13
時
半

会
場
　
道
の
駅
思
川
・
料
理
実
習
室

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
ケ
ー
ク
サ

レ
・
ア
ー
モ
ン
ド
ク
ッ
キ
ー
ほ
か

定
員
　
各
先
着
24
人

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

参
加
費
　
各
800
円
（
米
粉
の
お
土
産
付
）

申
込
み
　
10
／
30
㈫
９
時
か
ら
農

政
課
☎
�
９
２
５
７

渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節
池
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

応
募
規
定
　
渡
良
瀬
遊
水
地
第
２

調
節
池
の
小
山
市
域
内
で
撮
影
し

た
未
発
表
の
写
真
。
四
つ
切
ま
た

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
。
応
募
枚
数
１
人

５
点
以
内
。
ヨ
シ
焼
き
は
Ｈ
30
年

３
月
実
施
分
の
み
。
立
入
禁
止
区

域
内
で
撮
影
し
た
作
品
は
対
象
外

申
込
み
　
12
／
３
㈪
ま
で
に
作
品
裏

面
に
応
募
票
（
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
を
添
付
し
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム

サ
ー
ル
推
進
課
へ
郵
送
（
〒
323ｰ

8686
小

山
市
中
央
町
１-

１-

１
）
ま
た
は
持
参

問
同
課
☎
�
９
３
５
４

お
し
ご
と
体
験
バ
ス
「
カ
ン

ド
ゥ
ー
へ
行
こ
う
！
」
　

日
時
　
12
／
15
㈯
６
時
半
出
発
～

17
時
帰
着
予
定

対
象
　
市
内
在
住
小
学
・
義
務
教

育
学
校
１
～
６
年
生
親
子
（
Ｈ

29
・
30
の
参
加
者
は
申
込
不
可
）

定
員
　
40
人
程
度
（
保
護
者
は
２

人
ま
で
。
超
過
時
抽
選
）

参
加
費
　
小
学
・
義
務
教
育
学
校

１
～
６
年
生
３
千
930
円
、
16
歳
～

54
歳
の
保
護
者
２
千
530
円

申
込
み
　
10
／
22
㈪
～
23
㈫
に
男

女
共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

市
民
能
「
小
山
安
犬
」
公
演

観
覧
者
募
集

日
時
　
Ｈ
31
年
２
／
23
㈯
13
時
半

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

受
付
期
間
　
10
／
15
㈪
～
11
／
15

㈭
（
消
印
有
効
）

対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
往
復
は
が
き
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
文
化

振
興
課
へ
郵
送
（
〒
323ｰ

8686
小
山

市
中
央
町
１-

１-

１
）

※
往
復
は
が
き
は
１
人
１
通
、
１

名
記
入
の
み
有
効
。
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
返
信
用
は
が
き

が
当
日
の
入
場
券
と
な
り
ま
す

問
同
課
☎
�
９
６
６
２

子
ど
も
の
貧
困
撲
滅
・
虐
待
防
止

対
策
～
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
＆
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
～
　

生
活
が
苦
し
く
、
子
ど
も
た
ち
に
充

分
な
食
事
を
提
供
出
来
な
い
家
庭
へ

の
支
援
と
し
て
、
ご
家
庭
に
眠
る
食

品
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
　
缶
詰
、
び
ん
詰
め
、
レ
ト

ル
ト
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

を
、
11
／
11
㈰
開
催
の
健
康
都
市

お
や
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
特
設

コ
ー
ナ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
消
費
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る

も
の
。
要
冷
蔵
、
要
冷
凍
は
不
可

問
子
育
て
包
括
支
援
課

☎
�
９
６
０
４

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ア
実
行
委
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集
人
数
　
若
干
名

募
集
要
件
　
男
女
共
同
参
画
に
関

心
が
あ
り
、
年
４
回
程
度
の
実
行

委
員
会
（
平
日
午
後
）
と
フ
ェ
ア

（
６
月
開
催
）
の
準
備
・
当
日
に

参
加
で
き
る
方

申
込
み
　
10
／
31
㈬
ま
で
に
男
女

共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

■
山
本
広
斉
六
段
が
教
え
る
「
た

の
し
い
囲
碁
入
門
教
室
」
　

11
／
３
㈯
か
ら
毎
週
土
曜
日
（
全

３
回
）
14
時
～
16
時
▽
山
本
広
斉

氏
▽
20
人
▽
３
千
円

■
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
つ
く
り

11
／
27
㈫
13
時
半
～
15
時
半
▽
田

仲
陽
子
氏
▽
20
人
▽
２
千
100
円
▽

シ
ダ
、
松
ぼ
っ
く
り
な
ど
の
木
の

実
を
中
心
に
使
用
し
た
リ
ー
ス

■
「
ス
マ
ホ
の
使
い
方
教
室
」

11
／
24
㈯
①
９
時
～
10
時
半
、
②

11
時
～
12
時
半
▽
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
ス
タ
ッ
フ
▽
各
20
人
▽
無
料

申
込
み
　
10
／
５
㈮
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１
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自殺予防いのちの電話☎0120-783-556（フリーダイヤル）
＊毎月10日24時間（10日8:00～11日8:00）無料／自殺予防相談

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
作
品
展

10
／
27
㈯
・
28
㈰
９
時
半
～
17
時

（
28
㈰
は
16
時
ま
で
）
▽
文
化
セ
ン

タ
ー
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
写
真
・
書

道
・
絵
画
・
手
工
芸
品
等
▽
問
同
セ

ン
タ
ー
☎
�
４
１
３
０

救
命
入
門
講
座

11
／
17
㈯
10
時
～
11
時
半
▽
中
央
公

民
館
第
２
研
修
室
▽
心
肺
蘇
生
に
関

す
る
説
明
・
実
技
演
習
▽
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語
の
通
訳

付
▽
市
内
在
住
外
国
人
の
方
（
日
本

人
も
可
）
先
着
25
人
▽
申
込
み
：
市

国
際
交
流
協
会
外
国
人
ふ
れ
あ
い
子

育
て
サ
ロ
ン
☎
�
１
０
４
２

城
北
児
童
セ
ン
タ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

10
／
18
㈭
10
時
半
～
11
時
半
▽
０
歳

～
未
就
学
児
親
子
20
組
▽
要
申
込
み

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
５
９
４

奨
学
生
（
栃
木
県
育
英
会
）
募
集

平
成
31
年
度
に
進
学
予
定
の
方
▽
月

額
貸
与
奨
学
生
／
入
学
一
時
金
奨
学

生
▽
募
集
期
間
10
／
１
㈪
～
11
／
15

㈭
▽
問
県
育
英
会
事
務
局
☎
０
２
８

･

６
２
３･

３
４
５
９

平
成
30
年
度
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
職
員
採
用
試
験

一
般
事
務
（
若
干
名
）
▽
受
付
期
間

10
／
15
㈪
～
29
㈪
▽
問
同
組
合
総
務

課
☎
０
２
８
・
６
２
５
・
３
０
１
１

平
成
30
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会

11
／
21
㈬
10
時
～
12
時
半
、
14
時
～

16
時
半
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

▽
11
月
上
旬
送
付
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

持
参
▽
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

等
の
説
明
有
り
問
栃
木
税
務
署
☎

０
２
８
２
�
１
８
０
５

毎
年
10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

軽
油
取
引
取
得
税
の
脱
税
を
目
的

に
、
軽
油
に
灯
油
を
混
ぜ
る
等
し
て

使
用
す
る
「
不
正
軽
油
」
に
関
す
る

情
報
は
県
税
事
務
所
へ
☎
０
２
８
２

�
３
８
６
２

労
働
相
談
会

10
／
20
㈯
11
時
～
17
時
▽
イ
オ
ン

モ
ー
ル
佐
野
新
都
市
▽
予
約
者
優

先
▽
問
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
３
３
７

働
き
方
改
革
実
現
セ
ミ
ナ
ー

10
／
24
㈬
13
時
半
～
16
時
15
分
▽
県

小
山
庁
舎
大
会
議
室
▽
①
基
調
講
演

「
こ
れ
か
ら
の
人
材
確
保
と
定
着
～

企
業
に
と
っ
て
重
要
な
働
き
方
改

革
」
②
働
き
方
改
革
関
連
法
解
説
▽

10
／
17
㈬
ま
で
に
小
山
労
政
事
務
所

☎
�
４
０
３
２

県
立
博
物
館
・
第
122
回
企
画
展

「
藤
原
秀
郷
ー
源
平
と
並
ぶ
名
門
武

士
団
の
成
立
ー
」
▽
10
／
27
㈯
～
12

／
９
㈰
▽
関
連
行
事
有
り
▽
問
同
館

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア

11
／
17
㈯
13
時
～
15
時
半
（
受
付

15
時
ま
で
）
▽
栃
木
市
栃
木
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
事
業
所
と
の

相
談
、
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る

相
談
▽
問
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校
交
流
学

習
発
表
会
「
お
お
ぞ
ら
祭
」

11
／
３
㈯
９
時
半
～
14
時
25
分
▽
同

校
▽
演
技
発
表
、
作
業
製
品
販
売
、

模
擬
店
等
▽
問
同
校
☎
�
５
１
２
１

平
成
31
年
度
県
立
衛
生
福
祉
大
学

校
・
受
験
案
内

保
健
、
看
護
（
本
科
・
専
科
）
、
歯
科

衛
生
、
歯
科
技
工
、
臨
床
検
査
▽
受
付

期
間
、
試
験
日
等
は
要
問
合
せ
▽
問
同

校
☎
０
２
８
・
６
４
５
・
９
２
２
７

平
成
31
年
度
県
立
県
南
産
業
技
術
専

門
校
訓
練
生
募
集

機
械
加
工
科
、
板
金
溶
接
科
▽
各
５
人

▽
Ｈ
31
．
１
／
７
㈪
～
６
／
24
㈪
▽
受

講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
受
講
者

負
担
）
▽
申
込
み
：
11
／
１
㈭
～
12
／

７
㈮
に
同
校
☎
０
２
８
４
�
０
８
０
３

関
東
能
開
大
セ
ミ
ナ
ー
（
11
月
）

機
械
組
立
仕
上
げ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、

生
産
現
場
改
善
手
法
（
現
場
力
向

上
）
、
有
接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の

実
践
技
術
、
プ
リ
ン
ト
基
板
設
計
技

術
、
仮
想
現
実
感
開
発
環
境
の
活
用

手
法
、
表
面
粗
さ
と
形
状
偏
差
の
精

密
測
定
技
術
の
６
コ
ー
ス
▽
有
料
▽

問
同
校
☎
�
１
７
３
３

行
政
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ

る
法
の
日
無
料
相
談
会

11
／
10
㈯
10
時
～
15
時
▽
文
化
セ
ン

タ
ー
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
相
続
、
貸

金
、
離
婚
、
新
築
登
記
等
の
相
談
▽

問
行
政
書
士
会
☎
�
８
１
８
６
、
土

地
家
屋
調
査
士
会 

☎
�
３
５
２
８

無
料
調
停
相
談
会

10
／
15
㈪
10
時
～
15
時
▽
小
山
城
南

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）

２
階
会
議
室
▽
金
銭
・
土
地
建
物
・

交
通
事
故
等
民
事
に
関
す
る
相
談
▽

問
小
山
調
停
協
会
☎
�
０
５
３
６

平
成
30
年
度
後
期
白
鷗
大
学
公
開
講
座

10
月
開
校
▽
同
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス
・

大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
各
講
座
２
千

円
▽
申
込
み
：
ハ
ガ
キ
（
〒
323ｰ

8586
小

山
市
駅
東
通
り
２ｰ

２ｰ

２
）
か
ＦＡＸ
⒇

８
１
６
１
で
同
大
学
地
域
連
携
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
⒇
８
１
１
４
）

小
山
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
「
市
民

公
開
講
座
」

10
／
18
㈭
「
親
子
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
教

室
」
、
19
㈮
「
歯
磨
き
粉
の
成
分
を
知
っ

て
、
調
合
し
て
み
よ
う
」
、
25
㈭
「
乳

幼
児
の
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
発

達
を
考
え
る
」
、
30
㈫
「
看
護
の
お
仕
事

に
つ
い
て
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
、
31
㈬

「
“
こ
れ
は
使
え
る
”
福
祉
制
度
」
▽
ま

ろ
に
え
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
（
ロ
ブ
レ
６

階
）
▽
事
前
申
込
み
不
要
▽
時
間
・
対
象

等
要
問
合
せ
▽
問
マ
ロ
ニ
エ
医
療
福
祉
専

門
学
校
☎
０
２
８
２
�
０
０
３
０

認
知
症
予
防
講
座

11
／
7
㈬
・
14
㈬
10
時
～
正
午
（
２

日
間
）
▽
中
央
公
民
館
▽
先
着
15
人

▽
申
込
み
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
県
シ
ニ
ア
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
２
⒇
３
３
２
２
（
受

付
13
時
～
16
時
）

離
乳
食
の
作
り
方
・
進
め
方

10
／
18
㈭
９
時
40
分
～
11
時
半
▽
こ

ぐ
ま
保
育
園
▽
講
話
、
試
食
等
▽
市

内
在
住
親
子
10
組
▽
申
込
み
：
10
／

17
㈬
ま
で
に
同
園
☎
�
１
１
８
９

す
ま
い
る·

に
っ
こ
り
ち
ゃ
ん·

え
く
ぼ
ち
ゃ

ん
ク
ラ
ブ
合
同｢

ち
び
っ
こ
う
ん
ど
う
か
い｣

10
／
30
㈫
10
時
半
～
11
時
半
▽
マ
ル

ベ
リ
ー
館
▽
市
内
在
住
の
未
就
園
児

親
子
40
組
▽
申
込
み
：
10
／
１
㈪
～

17
㈬
ま
で
に
さ
く
ら
保
育
園
☎
�

７
０
６
８

こ
ば
と
保
育
園
に
移
動
動
物
園
が

や
っ
て
く
る

11
／
６
㈫
10
時
～
13
時
▽
同
園
園
庭

▽
小
動
物
触
れ
合
い
コ
ー
ナ
ー
▽
同

園
・
江
田
☎
�
０
２
０
９

れ
ん
太
先
生
ミ
ニ
ダ
ン
ス
教
室

11
／
７
㈬
10
時
45
分
～
11
時
45
分
▽

間
々
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
し
ら

さ
ぎ
館
▽
講
師
：
中
山
れ
ん
太
先
生

▽
親
子
で
ダ
ン
ス
▽
市
内
在
住
親
子

15
組
程
度
▽
申
込
み
：
マ
ロ
ン
の
い

え
☎
�
８
２
５
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ポッコリお腹解消！
壮年期男性のためのメタボ予防教室
　　　　　　　　  （無料・要申込）
日　時　（3日間コース）
①11月18日㈰9:30 ～ 12:00（受付9:00 ～）
②12月2日㈰13:30 ～ 16:00（受付13:00 ～）
③12月16日㈰9:30 ～ 12:00（受付9:00 ～）
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40、50代男性（運動制限のない方）
内　容　医師・栄養士・ パーソナルトレー
　　　　ナー講話、運動実技、内臓脂肪
　　　　測定等（希望者には血液検査）
定　員　先着 50 人
申込み　10月2日㈫から☎22�9520・9607

乳幼児健康相談　　　　　（予約制）
期　日　11月27日㈫
計測のみの方　
　　　　9:00 ～ 11:00
相談ありの方
　　　　①9:00 ～ ②9:30～
　　　　③10:00～④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　10月25日㈭から☎22�9527

「第11回栃木県の臓器移植医療を考
える」の開催　　　　　　　（無料）
日　時　10月27日㈯13:30 ～ 17:30
会　場　自治医科大学地域医療情報研
　　　　修センター大講堂
内　容　第Ⅰ部　臓器提供を考える
　　　　①講演「栃木県の臓器提供と移植」
　　　　②講演「こどものいのちと臓器
　　　　提供～それぞれの家族の思い～」
　　　　第Ⅱ部　ドラマ上映
　　　　「そして、命は明日へつながる」
その他　駐車場は外来駐車場を利用可
問自治医科大学附属病院移植外科医局
　☎0285�58�7069

乳幼児健診　問☎22―9527
　対象者には約 1 か月前に通知を送り
ます。受診日時・会場等は通知をご確
認ください。
持ち物　母子健康手帳、問診票
■乳児健診
＊平成30年7月・8月生まれの乳児対象

期　日 会　場
12月7日㈮・18日㈫
H31.1月17日㈭・25日㈮ 保健・福祉センター

H31.1月9日㈬ 健康医療介護
総合支援センター

■9か月児健康相談
＊平成30年2月・3月生まれの乳児対象

期　日 会　場
12月7日㈮・18日㈫
H31.1月25日㈮ 保健・福祉センター

H31.1月9日㈬ 健康医療介護
総合支援センター

■1歳6か月児健診
＊平成29年5月・6月生まれの幼児対象

期　日 会　場
12月5日㈬・14日㈮
H31.1月15日㈫・29日㈫ 保健・福祉センター

12月20日㈭
H31.1月22日㈫

健康医療介護
総合支援センター

■2歳児歯科健診（全地区）
＊平成28年12月・平成29年1月生まれの幼児対象

期　日 会　場
12月5日㈬・12日㈬
H31.1月17日㈭・24日㈭ 保健・福祉センター

■3歳児健診（全地区）
＊平成27年9月・10月生まれの幼児対象

期　日 会　場
12月4日㈫・12日㈬・  
19日㈬、H31.1月11日㈮・
24日㈭・30日㈬

保健・福祉センター

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
　　　　　　　　  （無料・要申込）
日　時　10月18日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み
　　　　物、タオル、ヨガマット（お
　　　　持ちの方）
申込み　☎22�9607

離乳食教室　　　　　　  （要申込）
日　時　11月22日㈭9:30 ～ 11:45
　　　　（受付9:15 ～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　離乳食中期(月齢の目安は7、8
　　　　か月)の児とその保護者
内　容　講話、調理デモンストレーショ
　　　　ン見学、試食
定　員　先着20組
参加料　100円（材料代）
申込み　10月22日㈪から☎22�9527

マシンを使った高齢者筋力向上ト
レーニング「金曜コース」（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上で介護保険を受けていな
　　　　い方、医師からの運動制限がなく
　　　　市が定める禁止基準に該当しない方
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3か月）
※9:30 ～ 16:00の間で自由利用
※初回オリエンテーション（定員1日6人）
※利用は年度内2回まで（1回目終了3
か月後から2回目受付可）
申込み　地域包括ケア推進課
　　　　☎22�9616・9647

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」（無料）
日　時　11月8日㈭14:00 ～ 16:00
会　場　自治医科大学附属病院本館地
　　　　下1階スタッフラウンジ
内　容　・ミニレクチャー「採血結果
　　　　　果の見方について知ろう」
　　　　・自由な語り合い
　　　　・リラクセーション体験
問自治医科大学附属病院がん相談支援室
　☎0285�58�7107

食生活改善推進員による
「健康料理教室」　　　　  （要申込）

期　日 会　場
①10月19日㈮ 間々田市民交流センター
②10月25日㈭ 保健・福祉センター
③10月26日㈮ 道の駅思川
④11月12日㈪ 大谷公民館
⑤11月13日㈫ 間々田市民交流センター
時　間　10:00 ～
対　象　市内在住の成人の方
内　容　①②④朝食にも役立つはとむぎ
　　　　を使った健康料理実習
　　　　③乳製品とはとむぎを使った健
　　　　康料理実習
　　　　⑤減塩を考えたお正月にも役立つ料理
持ち物　エプロン・三角巾
定　員　各先着 20 人
参加費　600 円程度
申込締切　①10月11日㈭②10月17日㈬
　　　　③10月18日㈭④⑤11月2日㈮
問☎22―9607

薬物依存症家族の集い
　同じような問題を抱えている他のご家
族と一緒に話してみませんか?
　初めて参加を希望される方は、職員
による事前面談があります（要問合せ）。
日　時　11月1日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　栃木県庁小山庁舎（小山市犬塚3�1�1）
問県南健康福祉センター☎22–6119

健康都市おやまフェスティバル
赤ちゃんハイハイレース

（無料・要申込）
日　時　11月11日㈰10:00 ～（受付9:40 ～）
会　場　県南体育館メインアリーナ
対　象　歩行前のハイハイができる赤ちゃん
定　員　先着40人
申込み　10月15日㈪から☎22�9524
健康都市おやまフェスティバル
無料フッ素塗布　　（無料・要申込）
日　時　11月11日㈰9:30、10:00、　　
　　　　10:30、11:00の4回受付
会　場　県南体育館剣道場
対　象　満３歳～小学校２年生児
　　　　（H.22.4.2 ～ H27.11.11生)
定　員　先着300人※歯磨き後、来場
申込み　10月9日㈫から☎22�9527

11月11日㈰は健康マイレージの
ポイントを集めましょう！
　「開運おやま健康マイレージ」対象事
業の「農業祭」「健康都市おやまフェス
ティバル」「エコリサイクルフェア」が
11月11日㈰に同日開催！ 1日で3点集め
られます。
※各事業の詳細は本紙Ｐ12に掲載。農
業祭のみ10日㈯も開催
問☎22�9532
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問健康増進課☎22–9522

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251�7
　　　（健康医療介護総合支援センター内）
☎39�8880・FAX39�8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251�7
　　　（健康医療介護総合支援センター内 )
☎39�8881・FAX39�8883
日時　日曜・祝日・振替休日・
　　　年末年始（12/31 ～ 1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科
診療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3
薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

11 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2�4�3 ☎44�7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1�15�4 ☎53�1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31�1331
④ 杉村病院 小山市城山町2�7�18 ☎25�5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45�7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320�2 ☎0280�57�1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27�0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

③⑤ ④⑥ ①⑤
4 5 6 7 8 9 10

②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
11 12 13 14 15 16 17
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
18 19 20 21 22 23 24
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
25 26 27 28 29 30
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

 カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

10月はピンクリボンキャンペーン月間

検診日・受付時間
検診項目 女

性
限
定

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃 肺・大腸 前立腺 子宮・乳

6 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター
7 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
8 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター

13 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 健康医療介護総合支援センター
18 ㈰ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 間々田市民交流センター
19 ㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 豊田公民館
20 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 健康医療介護総合支援センター
21 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

22 ㈭
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター

14:00 ～ 15:30 ○ × ○ × ○ × ＊ 保健・福祉センター ( 午後）
18:00 ～ 19:30 × × × × ○ × ＊ 保健・福祉センター ( 夜間 )

26 ㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター
27 ㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 大谷公民館
28 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 生井公民館
29 ㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 桑市民交流センター
30 ㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 中公民館

申込み　3月号と同時配布の「平成30年度健康
　　　　のしおり」内の検診申込み書からお申
　　　　込みください。折り返し「集団健診の
　　　　お知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)
　　　　②受診券（基本健診受診者のみ）
　　　　③健康保険証
　　　　④その他指定されたもの
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、
検診当日40･45･50･55･60･65･70歳の女性市
民が対象です。希望者は年齢確認のできるもの
を持参し各会場へ直接お越しください。（申込
み不要）

11月の集団検診
＊9・10・11月生まれの方対象（要申込）

問☎22�9522・9523

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111

　ピンクリボンキャンペーンとは、乳がん検診の早期受診を呼びかけ、早期発見・早期診断・早期治療の大
切さを女性に伝える活動です。小山市では、乳がんに加えて、子宮頸がんについてもあわせてPRしています。

　乳がんは 11 人に 1 人がかかると
言われており、40 ～ 50 代女性のが
ん死亡原因のトップです。
　子宮頸がんは、78 人に 1 人がか
かると言われており、20 代後半以
降から増え、30 ～ 40 歳代の若い世
代の女性で増加傾向にあります。
　一方で、乳がんは早期に発見して
治療すれば 95％以上、子宮頸がん
は 90％以上が治癒します。
　ご自身の健康のために、定期的に
検診を受けましょう。

《小山市の女性がん検診の受け方》
　職場や人間ドックなどで受診機会がない方が対象となります。集団検
診（検診バス）、個別検診（医療機関）を選んで、広報 3 月号と同時配
布の「平成 30 年度健康のしおり」に付いている、検診申込み書（ハガキ）
にてお申込みください。折り返し、「集団検診のお知らせ（問診票）」ま
たは「乳がん・子宮がん個別検診受診券」をお送りします。「平成 30 年
度健康のしおり」は、健康増進課窓口および各出張所においてあります。
乳がん検診

（30 歳以上の女性）
集団：1,800 円（マンモグラフィ・超音波）
個別：1,100 円（マンモグラフィ・超音波）

子宮頸がん検診
（20 歳以上の女性）

集団：1,500 円（細胞診 ･ ＨＰＶ検査）
個別：2,400 円（細胞診 ･ ＨＰＶ検査）



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 18㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 16㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談）
 13･27㈫

10:00〜12:00
社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 1㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等
行政相談 10㈯10:00〜12:00 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 14㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 13･27㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 15㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 21･28㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 6㈫  9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 18㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制

11月はありません
次回はH31.1/27㈰ 納税相談室　納税課☎22–9444

人権相談 9㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

7㈬ 9:30〜11:30
10㈯14:00〜16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

10㈯14:00〜16:00
21㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

14㈬ 9:30〜11:30
17㈯14:00〜16:00 場所：間々田出張所

7㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
14㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 13㈫14:00〜15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22–9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

   6･20㈫
10:00〜15:00

 13･27㈫
13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
　6･20㈫は電話相談可
　　（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

精神保健福祉相談予約制 11月はありません 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 26㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078

創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 3･17㈯ 
　13:00〜17:00
※3 は祝日

中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談11
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図書館つうしん（11月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おやま分館ピッコロおはなし会(小山分館) 2 ㈮ 11:00
おはなしウェンディ 7 ㈬ 15:30
おはなしメロディ 11 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい ( 間々田分館 ) 13 ㈫ 15:30
おはなしこんにちは 14 ㈬ 10:30
おこれんのおはなし会 18 ㈰ 14:00
おはなしウェンディ0・1・2 21 ㈬ 11:00
わくわくマルベリーおはなし会（桑分館）24 ㈯ 13:30
冬のおたのしみ人形劇 25 ㈰ 11:00
はなしのこべやおはなしかい 25 ㈰ 14:00

■ 11月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　5㈪・12㈪・19㈪・22㈭・26㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　3㈯・5㈪・12㈪・19㈪・22㈭・23㈮・26㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　3㈯・5㈪・12㈪・19㈪・22㈭・23㈮・26㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　3㈯・5㈪・12㈪・19㈪・22㈭・23㈮・26㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返却ポスト」へ

●イベント情報　　　　　　　　　　　　　　問中央図書館☎21–0753
　毎年10/27 〜11/9の2週間は、「読書週間」です。中央図書館では、読書週間にちなん
で11月にイベントを多数開催します。詳しくは本紙P13の特集やチラシをご覧ください。
■第3回中央図書館まつり　11/4㈰9:30 〜15:00
■小山市立図書館　開館40周年記念　平成30年度子どもと本をつなぐ講座
　『児童文学の旅』　第1回11/17㈯、第2回12/8㈯　各回14:00 〜16:00
■平成30年度ビジネスセミナー　11/23㈮14:00 〜15:30

※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館か
らの借用資料は、破損の恐れがありますの
でポストへの返却はご遠慮ください

日　時 会　場
10/31

㈬
10:10 〜 10:40 もみじ保育所
12:55 〜 13:45 豊田南小学校

11/1
㈭

10:10 〜 10:40 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

6 ㈫ 10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

7 ㈬   9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

8 ㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
12:50 〜 13:30 下生井小学校

9 ㈮
10:00 〜 10:30 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

13 ㈫
10:10 〜 10:40 中久喜保育所
13:00 〜 13:50 間々田東小学校

14 ㈬
10:10 〜 10:40 絹保育所
12:40 〜 13:30 豊田北小学校

15 ㈭
  9:50 〜 10:20 穂積小学校
12:40 〜 13:20 羽川小学校

16 ㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

5･12･19･26㈪ 16:25〜17:05（40分間）
17:15〜17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
受付10/29㈪から　　時間9:00〜16:30



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■11月は国民健康保険税（普通徴収）・後期高齢
者医療保険料（普通徴収）･介護保険料（普通徴
収）5期の納期月です。納期限は11月30日㈮です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日除く）
19:00までの納税窓口延長もご利用ください。
■11月の日曜納税相談窓口は11月25日㈰
8:30～17:15です。
■11月の自動電話催告は11月11日㈰18:00～
20:00、12日㈪18:30～20:30です。
問納税課☎22‒9444

日

　時

11月4日㈰・10日㈯・11日㈰・17日㈯・
18日㈰・24日㈯・25日㈰　各8:30 ～ 17:15
※11月3日㈯・23㈮は祝日のため、市民課

および各出張所はお休みとなります。
※11月22日㈭18:00 ～、23㈮の終日は、システ
ム改修のため証明書コンビニ交付を休止します

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

場

　所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22‒9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻等）は、
本庁舎北側入口の宿直室にて受付し
ます。夜間等、緊急な場合は、宿直
室☎22‒9420へご連絡ください。
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11月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、9月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業
第 67回小山市菊花大会（～ 11月 11 日㈰） 9:00 ～ 16:00 道の駅思川 小山晃思会事務局☎22‒9273
木とあそぼ～アートでZOO　杉山明博の
造形世界展（～ 12月 16 日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41‒0968

1 日 ㈭ 第 65 回小山市民文化祭（～ 12月 2日㈰） 文化センター、中央公民館、道の駅思川 文化振興課☎22‒9694
2 日 ㈮

3日 ㈯

文化の日
菊鉢の無料配布（数量限定・成人限定） 11:00 ～・14:00 ～ 道の駅思川 小山晃思会事務局☎22‒9273
博物館開館35周年記念展　第71回企画展「糸
と布をめぐる手しごとの旅」（～12月16日㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45‒5331

4 日 ㈰

小山市長杯争奪第 4回消防団操法競技会 8:30 ～ 11:00 小山総合公園第 3駐車場 消防本部総務課☎39-6655
みんなで歩け歩け運動 8:45 集合 小金井駅（東口）集合 生涯スポーツ課☎21-2695
2018 ワンワンふれあいフェスティバル 9:00 ～正午 下野市三王山ふれあい公園 環境課☎22-9290
第 3回中央図書館まつり　 9:30 ～ 15:00 中央図書館 同館☎21-0753
第 28回小山市文化振興大会 13:00～ 16:00 文化センター大ホール 文化振興課☎22‒9694 ○

5 日 ㈪
6日 ㈫
7日 ㈬
8日 ㈭
9日 ㈮

10 日 ㈯

第 11回おもいがわ映画祭ショートムービー上映会 シネマハーヴェスト 同実行委員会☎21‒2020

第27回おやまバルーンフェスタ（～11日㈰） 7:00 ～ 石ノ上河川広場・小山総合公園
森のはらっぱ

同実行委員会事務局・嶋田
☎090-3577-4759

第5回ツール・ド・おやま2018【申込受付終了】 8:00 ～ 小山総合公園（スタート・ゴール）生涯スポーツ課☎21‒2695 ○
第 51回小山市農業祭（～ 11日㈰） 9:00 ～ 16:00 小山総合公園第 3駐車場 農政課☎22‒9255 ○

11 日 ㈰ 第 33 回健康都市おやまフェスティバル 9:00 ～ 15:00 県立県南体育館 健康増進課☎22‒9532 ○
おやまエコリサイクルフェア 2018 9:00 ～ 15:30 小山広域クリーンセンター 環境課☎22‒9286 ○

12 日 ㈪
13 日 ㈫
14 日 ㈬
15 日 ㈭
16 日 ㈮

17 日 ㈯
第 6回小山きものの日 10:00～ 16:00 ロブレ 6階生涯学習センター・催事場等 工業振興課☎22‒9397 ○

第 11回おもいがわ映画祭（～ 18日㈰） シネマハーヴェスト・シネマロ
ブレ・白鷗国際ホール 同実行委員会☎21‒2020

18 日 ㈰ 宝くじスポーツフェア　ドリーム・ベースボール 9:30 ～ 15:00 小山運動公園野球場ほか 生涯スポーツ課☎21‒2695
19 日 ㈪
20 日 ㈫
21 日 ㈬
22 日 ㈭

23 日 ㈮ 勤労感謝の日
高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※無料 10:00～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617

24 日 ㈯

25 日 ㈰ 小山市消防団通常点検 8:30 ～ 11:30 石ノ上河川広場 消防本部総務課☎39-6655
消防フェア 2018 9:00 ～正午 石ノ上河川広場 消防署☎39-6664

26 日 ㈪
27 日 ㈫
28 日 ㈬
29 日 ㈭
30 日 ㈮
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市の人口 167,716人（78減）、男性 84,792人（25減）、女性 82,924人（53減）、世帯数 69,183（88減）（9月1日現在）
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広報おやま

増改築・リフォーム・外構・エクステリアの専門店
家造りに実績のある『木の花ホーム』がお届けします！

クロス貼り替え　介護リフォーム　その他小さな工事　

駐車場工事　カーポート　テラス　サンルーム　お庭のリフォーム　

小山市西城南 5-45-8　　小山市警察署むかい側 　　　営業時間 9:00 ～ 18:00　　　水曜定休日

カラーズ 小山店　㈱木の花ホーム　　TEL:0285-38-8715

ご相談・
お見積無料

増改築 お風呂 キッチン トイレ 洗面 屋根外壁 内装工事

カラーズ小山店

【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

8 月中の火災・救急

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
火災　7件(28件)　救急　791件(5,786件)

【小山警察署調べ】8月中の交通事故
事故　21件(239件)　負傷者　36人(311人)　死者　0人(3人)
※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
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≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22‒9353

対象：市内在住の未就学児
　　　（1人 1回まで）
応募方法：右記二次元コード
からお申し込みください☞


